7 ニユアルの®いかた 


广 まむしてお使いいただくために- . 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

V _ 


七ットアップガイド（本書）^ 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
■電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとさ） 

• U カバ U (再セットアップ） 

• デイ I 」ーケアとアフターケア 
など 


广 取扱説明書- S 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• 増設メモ I 」の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ U パックの交換 
• システム環境の変更とは 
など 

V_ ) 


广 オンラインマニュアル- . 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

起動ち法「1章4画面で見るマニュアル」 

•パソコンを買い替えたとき 

■パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 

\_ J 


广リリース情報- . 

• 本製品を使用するラえでのミ主意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- UU - ス情報について」 

\_ J 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊 
モ『まむしてお使いいただくために』に記載されています。 
おずお読みになり、正し<お使いください。 

お読みになった後は、し'〇でも見られるようにお手元に大 
切に保管してください。 

本書は、なの決まりに従って書かれています。 


記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用をび死亡ま 
たは重傷 （* 1 ) を負ラことび想定さ 
れること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使巧者び傷害 
(*2)を負うことび想定されるか、ま 
たは物的損害（*3)の発生び想定さ 
れること"を示しまず。 


データの消失や、故障、性能低下を起 
こさないために守ってほしい内容、仕 
様や機能に関して知っておいてほしい 
内容を示しまず。 

拉ィモ 

巧っていると便利な内容をおしまず。 

没立つ操作集 

巧っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの 
参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場含…「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 
オンラインマニュアルへの参照の場合 

- ( > 

オンラインマニュアルには、さまざま 

な情報び記載されています。 


*] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温-値湿)、感電、骨折、 
中毒などで、後遺症び鶏るちのおよび治療に入院-長期の通院 
を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど- 
感電などをさします。 

*3 物的損善とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわる拡 
大損害をさします。 


用語について 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティン 
グシステム （ OS ) を示します。本製品のシステムは 
Windows XP です。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウェアを示します。 

Windows XP 

特に説明びない場合は、 Microsoft ® Windows ® XP 
Professional operatin 呂 system 日本語版または 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
operating system 日本語版を示します。 

XP Pro モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operatin 呂 
system 日本語版び搭載されているモデルを示します。 

XP Home モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
operatin 旨 system 日本語版び搭載されているモデル 
を巧します。 

Microsoft IME 

Microsoft ® Office IME 2 日日 7 または Microsoft ® 
IME を示します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブ/ DVD - R 日 M & CD - 
R / RW ドライブ/ DVD - ROM ドライブ/ CD-ROM 
ドライブを示します。内蔵されているドライブはモデ 
ルによって異な0ます。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007または 
Microsoft ® Office Professional 20 日 7 びプレイン 
ス I ルされているモデルを示します。 

OneNote 搭載モデル 

Microsoft ® Office OneNote ® 2日日7びプレインス 
トールされているモデルを示します。 

PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007びプレイン 
ス I -ールされているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルを示します。 

指紋センサ搭載モデル 

指紋センサび搭載されているモデルを示します。 

トークン機能搭載モデル 

トークン機能び搭載されているモデルを示します。 

HDD リカバリ機能搭載モデル 

A - ドディスク U カバ U 機能び搭載されているモデル 
を术します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能び内蔵されているモデルを示します。 
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記載について — 

-記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目 
びあります。その場合は、「巧語について」のモデル分け 
に準じて、「****モデルの場を」「*ホ**シ U — ズ 
のみ」などのよラにミま記します。 

-インターネット接続については、巧蔵モデムを使用した 
接続を前提に説明しています。 

. アプリケーションについては、本製品にプレインス I -一 
ルまたは内蔵八ードディスクや付属の CD / DVD からイ 
ンス I -ールしたバージョンを使巧することを前提に説明 
しています。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、 

実隙の表示とは異なる場合びあります。 

-キーボード操作の説明は、キーボードの文字を大艾字/ 
ル艾宇びまざった状態で表記しています。ご購入のモデ 
ルによっては、キーボードの大文字とル文字の表記び異 
なる場含びあります。 

-本書をはじめとする各種説明書では、コント□—ルパネ 
ルの操作方法についてカテゴ U 表示を前提に記載してい 
ます。クラシック表示になっている場合は、カテゴリ表 
示に切り誓えてか5操作説明を確認してください。 

カテゴ U 表示とクラシック表示 
『ヘルプとヴポートセンター』 


Trademarks 

- Microsoft 、 Windows、Windows Media . Windows 
Vista 、 OneNote 、 日 utl 日 ok は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標 
または商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrin 日は、アメ U 
力合衆国およびその他の国における Intel Corporation 
またはその子会社の商標、または登録商標です。 

- Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに他 
の国における商標な5びに登録商標です。 

- InterVideOx WinDV □は InterVideo Incorporated ® 
登録商標または商標です。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登 

録商標として使巧している場合びあります。 


プ□セッサ （ CPU ) に関するごミ主意^^ 

本製品に使われているプ□セッヴ （ CPU ) の処理能力はな 

のよラな条件によって違いげ現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

- AC アダプタを接続せずバッテ U 駆動にて本製品を使用 
する場合 

-マルチメディアダームや特殊効果を含む映像を本製品に 
てお楽しみの場を 

-本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワー 
クに接続して使用する場合 

-複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能コ 
ンピュータび必要に設計されているデヴィン用アプリ 
ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 

-気圧がおい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1，00日メートル（3,280フィート） 
ULL をお考えください。 

-目安として、気温已〜3日で（高所の場合2日で）の範囲 
を超えるよラなが気温の状態で本製品を使用する場合 


本製品の八ードウェア構成に変更び生じる場含、 CPU の処 
理能力び実際には仕様と異なる場合びあ0ます。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャット 
ダウンする場をびあります。これは、当社び推奨する設定、 
使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場を、 
お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の 
危険を減5すための通常の保護機能です。なお、このよラ 
にデータの喪失、破損の危険びあ0ますので、必ず定期的 
にデータを外部記録機器にて保存してください。また、プ 
□セッヴび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨す 
る状態にて本製品をご使用ください。 

■目4ビットプ□セッヴに関する注意 

* インテル Core 2 Duo プ□セッサーを搭載したモデルのみ 
色4ビット対応プ□セッサは、目4ビットまたは32ビット 
で動作するよラに最適化されています。 

色4ビット巧応プ□セッサは1；(下の条件をすべて満たす場合 
に色4ビットで動作します。 

♦日4ビット対応の日 S (オペレーティングシステム）びイ 
ンス I -ールされてし、る 

♦日4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
♦目4ビット対応の BIOS び搭載されている 
♦目4ビット対応のデバイスドライバびインストールされ 
ている 

♦目4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインストールされ 
ている 

特定のデノくイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは日4 
ビットプ□セッサ上で正常に動作しない場合びあります。 
プレインストールされている日 S び、色4ビット対応と明示 
されていない場合、32ビット対応の日 S びプレインス I -一 
ルされています。 

この他の使用制限事項につきましては各種説明書をお読み 
ください。また、詳細な情報については東芝 PC あんしん 
ヴポート日] 2日-目 7-1 日48にお問い合わせください。 


夏作権について — 

音楽、映儘、コンピュータ-プ□グラム、データベースな 
どは菅作権法により、その著作をおよび著作権者の権利び 
保護されています。こうした菁作物を複製することは、個 
人的にまたは家庭巧で使用する目的でのみ行ラことびでき 
ます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なくこれを複製 
(データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネット 
ワーク上での配信などを行ラと、「著作権侵害」「菅作者人 
格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けること 
びあります。本製品を使用して複製などをする場合には、 
菅作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


リりース情漸こついて — 

「 UU —ス情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項 
などび記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[はじめに]一 
[ UU —ス情報]をク U ックする 



5 







お願い 

-本製品の内蔵八ードディスクにインス I -ールされている、 
または付属の CD / DVD か5インス I -ールしたシステム 
(0 S ) 、アプリケーション ]；( かをインストールした場含の 
動作保罰はでさません。 

- Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載してい 
る手順し^がの方法で、パーティションを変更-削除-追 
加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれ 
びあ0ます。 

-内蔵八ードディスクにインス!-ールされている、または付 
属の CD / DVD からインストールしたシステムに呂）、 
アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

-購入時に定められた条件政がで、製品およびソフトウェ 
アの複製ちしくはコピーをすることは禁じ5れています。 
取り扱いにはま意してくださし、。 

-本製品に内蔵されている画像を、本製品での壁紙!;(がの 
用途に使用することを禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとをのために必ず 
パスワードを控えておいてください。パスワードを忘れ 
てしまって、パスワードを解除でをなくなった場をは、 
使用している機種（型番）を確認後、保守ヴービスに連 
絡してください。有償にてパスワードを解除します。 

HD □ノくスワードを忘れてしまった場合は、ノ V — ドディス 
クドライブは永久に使用でさなくな0、交換対応となり 
ます。この場含ち有償です。またどち5の場合ち、身分 
証明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要とな 
ります。 

-本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワード設定や、 
無線 LAN の暗号化設定などの機能を備えていますび、完 
全なセキュ U ティ保護を保証するわのではあ0ません。 
セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、弊社 
は一切の責任を負いません。 

■指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でわ、個 
人差により指紋情報びかないなどの理由で、登録-使用 
びできない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウェアの完璧な保護を 
保証してはおりません。本機能を利用したことによる、 
いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負いかねま 
すので、ご了承< ださし、。 

-ご使巧の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エ 
ンドユーヴ使用許詰契約書』および『ソフトウェアに関 
するミち意事項』をお読みください。 

. アプ U ケ— ショ ン起動時に使用許諾書び表示された場合は、 
内容を確認、し、同意してください。使用許諾書に同意しな 
いと、アプ I 」ケーションを使用することはできません。一 
部のアプ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、 
し如き起動時に使用許諾書は表示されませんび、リカバ U を 
巧った場合には使用許諾書び表示されます。 

-『東芝保証書兼お客様登録力ード』は、 r 東芝保証書」と 
「お客様登録カード」を中央の切0取り線で切0離せま 
す。 r 東芝保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管 
してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ5かじめ行ってい 

ただくよラお願いしております。本体付属の『お客様登録 

カード』または弊社ホームページで登録できます。 

詳細について《オンラインマ ニ ュアル》 
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パソコンの準備 —七ットアップー 



この章では、 Windows のセットアッス電源の切 
りかた、他のマニュアルなどについて説明していま 
ず。 


1 

Windows セットアップ 

8 

2 

電源を切る方法 

14 

3 

パソコンの使用を中断ずる 

15 

4 

画面で見るマニュアル 

18 

已 

キーを使った便利な機能 

19 

6 

Windows XP を使用ずるにあたって 

20 
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Windows セットァップ 


初めて電源を入れたとさは、 Windows のセットアップを巧ラ必要びあります。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。 

セットアップには約1日分かかります。 

作業を始める前に、付属の冊テ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特に電源コードや AC アダプタ 
の取り扱いについて、ミ主意事項を守ってください。 

セットアップをするときのま意 

■周辺機器は接続しないでください ■ 

• セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しないでください。 

■途中で電源を切 S ないで<ださい ■ 

• セツトアップの途中で電源スイッチを押した0電源コードを抜くと、故障や起動できない原因になり修理び必要となるこ 
とびあります。 


■操作は時間をあけないでください ■ 

•セットアップ中にキー操作び必要な画面があります。時間をあけないで操作を続けてください。 

3日分政上タッチパッドやキーを操作しなかった場含、画面に表示される内容び見えなくなる場合びありますび、故障で 
はあ0ません。 

もう]度表示するには、旧 hift ；) キーを巧すか、タッチパッドをさわってください。 



電源コードと AC アダプタを接続し、電源を入れて<ださい。 

方法は『取扱説明書』を参照してください。 

パソコンび起動した5 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示され、音楽び流れます。 

ぶるメモ 

• Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はでをません。 



画面ち下の0ボタンをクリックするか fFO キーを巧すと、 
Windows セツトアップのヘルプび表示されます。 


[使用許諾契約]画面び表示されます。 
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1 Windows セットアップ 


役立つ操作集 



2 [使用許諾契約]の内容を確認して[同意しまず]の左にある〇をクリックし①、じ欠へ]ボタンをクリッ 
クずる② 

契約に同意しなければ、セットアップを続行することはでさず、 
Windows を使巧することはできません。 

▼」ボタンをクリックすると契約書の続きを表示できまず。 


け 保 fndows 



■® (表示例） 

[コンピュータを保護してください]画面び表示されます。 

3 [自動更新を有効にし、コンピュータの保護に役立てまず]の左にある〇をクリックし①、[巧へ]ボタン 
をクリックずる③ 



[コンピュータに名前を付けてください]画面び表示されまず。 
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4 [このコンピュータの名前]にコンピュータ名を入力し ①、 [巧へ]ボタンをク U ックする ② 



① 


② 


半角英数字で任意の义字列を入力してください。このとき、同じネットワークに接続するコンピュータとは別の名前に 
してください。企業で本製品を使用ずる場合は、ネットワーク管巧者に問い合わせてください。 

XP Home モデルの場合は、[インターネットに接続するち法を指定してください。]画面び表示されます。手順8へ 
進んで < ださい。 

XP Pro モデルの場合は、[管理ちバスワードを設定してください]画面び表示されます。 

5 t 管 i 里ちバスワード]と[バスワードの確認入力]にバスワードを入力ずる 



Administrator と呼ばれる管理者のユーヴアカウントのバスワードを設定しまず。管理者のユーヴアカウントでは、 
コンピュータにフルアクセスでさまず。 

バスワードには、半角の英数又字および記号を使用することびでさまず。バスワードは大又字とル文字び区別されまず 
のでを意してください。例えば 「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワードとして識別されまず。 

[管巧ちバスワード]欄での入力を、 Crab ) キーを巧ずと 「 I 」 び[バスワードの確認入力]欄に移動します。 「 I 」 は 
カーソルといい、表示されている位置か S 又字などを入力でさます。 

6 [次へ]ボタンをクリックずる 

[このコンピュータをドメインに参加させますか？]画面び表示されます。 

ドメインの設定は、セットアップ完了後に行えまずので、ここでは省略した場合について説日月します。 

7 [いいえ、このコンピュータをドメインのメンバにしません]の左にある〇をク U ックし①、[次へ]ボタ 
ンをクリックずる ② 



① 


② 
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1 Windows セツトアップ 


[インターネットに接続するち法を指定してください。]画面び表示されます。[インターネットに接続する方法を指定 
してください。]画面ではなく [インターネット接続び選択されませんでした]画面び表示されることわあります。 
画面び表示される前に、[インターネット接続を確認しています]画面び表示されることびあります。そのまま次の画 
面び表示されるのをお待ちくださし、。 

インターネット接続の設定は、セットアップ完了媛に巧えるので、ここでは省略した場含について説明します。 

8 [省略]ボタンをクリックずる 

[インターネット接続び選択されませんでした]画面び表示された場合も、[省略]ボタンをク U ックしてください。 
[ Microsoft にユーヴー登録ずる準備はできましたか？]画面び表示されます。 

マイク□ソフト社へのユーヴ登録は、市販の Windows XP を購入された場合のみ必要ですので、ここでは省略した場 
をについて説明します。 

9 [いいえ、今回はユーザー登録しません]の左にある〇をクリックし①、[次へ]ボタンをクリックずる⑤ 



① 


② 


[このコンピュータを使ラユーヴーを指定してください]画面び表示されます。 

10 [ユーザー 1] 欄に使ラ人の名前を入力ずる 



[ユーヴ ー1] 欄にポインタをあわせてク U ックすると、「 I 」（カーソル）び点滅します。 

Windows XP では複数のユーザを設定し、それぞれのユーザごとに別々の環境を構築でさますび、ここでは]人の名 
前だけ入力した場含について説明します。 

ぶるメモ □ーマ字入力で入力する場合 

* 半ち巧数字で rdynabookj と入力したいときは、はじめにキーボードのキーを巧して、日本語入カシステム 
Microsoft IME の日本語入カモードをオフにしてから、厄)®®の⑥と巧します。 

キーを巧してち又字び表示されない場合は、[ユーザー]欄に「 I 」（力ーソル）び表示され点滅していることを確認して 
ください。表示されていないときは、[ユーザー]欄をク IJ ックしてください。 

文字の入力を間違えた5、 (§ ackSpac 句 キーを巧して入カミスした又字を削除します。 

11[次へ]ボタンをクリックずる 

[設定び完了しました]画面び表示されます。 
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12 [完了]ボタンをクリックずる 



(表示例) 


Windows のセットアップび終了するとパソコンび自動的に再起動します。 


役立つ操作集 


日付と時刻の設定 

購入後初めてセットアップを終えたあとは、次の手順で日付と時刻をあわせてください。 

曰付と時刻び合っていないと、本製品に巧意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限びあるアプリケーション 
では、アプ U ケーションの設定樓か5適巧される使用期限などび、正しく計測されないことびあ0ます。そのため、曰 
付と時刻は必ずあわせてください。 

①[スタート]ボタンをク U ックし、表示されたメニューか5 [コント□—ルパネル]をク U ックする 
® [づ曰付、時刻、地域と言語のオプション]をクリックする 
③[ご日付と時刻]をク U ックする 

[日付と時刻のプ□パティ]画面び表示されます。 



® [日付]欄の A または*をクリックして年号をあわせる 
⑤[日付]欄の因をク U ックして月をあわせる 
愈[日付]欄のカレンダーで曰をク U ックする 
③[時刻]欄のまたは y をクリックして時刻をあわせる 
変更する時/分/秒をクリックしてか 5、 A または < をク U ックします。 

®[ OK ] ボタンをク U ックする 

時麵ま、画面ち下の[通知領域]に表示されています。曰付は、時刻表示部 
分にポインタをあわせるとしば5くして表示されます。正しく設定されてい 
るかどうか確認してください。 


^ ノ 
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1 Windows セツトアップ 


■ Windows XP でわか5ない操作があつたとき _ 

Windows XP の使いかたについ口ま、[スタート]一[ヘルプとヴポート]をク U ックして、『ヘルプとヴポートセン 
ター』を参照してください。 

Windows XP の最新情報やアップデートの情報は次のホームページから確認でさます。 

• Windows XP について 

URL : http :// www . micr 日 S 曰 ft . com / japan / windowsxp / 

• Windows XP のアップデート 

URL : http :// winclowsupclate . microsoft . com / 

も Windows セットアップび終了した5 

Windows セットアップび終了した日、リカバリ DVD - R 日 M / I 」 カバリ CD - R 日 M び付属していないモデルは、 U カバ U 
ディスクを作成しておくことをおすすめします。 

リカバ U ディスクでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元0」カバ1」）することびでさます。 

リカバリディスクの作成について 

《オンラインマニュアル》 r 本章日- noSHIBA Recovery Disc Creator ] のインストールについて」 

なお、 U カバ U ディスクを使って実隙に U カバ U を巧うときは、操作の流れをよくご確認ください。 

図 味 I 」カパ U について「3章リカバリをする」 
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電源を切る方法 


①電源を切る 


パソコンの電源を切るときは、まず Windows を終了し、そのあとパソコン本体の電源を切ります。 

電源を切る手順を覚えましょラ。 

間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあ0ます。 

電源を切る前に 

• 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプリケーションは終了してください。 

• Disk LED . ディスクトレイ LED 、 またはメディアの LED び点巧中は、電源を切5ないでください。データび消失する 
おそれびあ0ます。 


[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリックずる® 



XP Pro モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されまず。 


[コンピュータの電源を切る]画面が表示されます。 

2 [電源を切る]をクリックずる 



XP pro モデルでドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダウン]画面で V ボタンをク U ックし①、 
[シャットダウン]を還択し②、のロボタンをク U ックしてください。 

ドメインについて r ヘルプとサポ-トセンタ-」 



Windows を終了したあと、パソコン本体の電源び自動的に切れまず。 

バソコン本体の電源び切れると、 Power む LED び消打します。 

電源を切ったあとは 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあります。 
•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 






































パソコン ( D 使用を中がずる 

パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、スタンバイまたは休止状態にすると、パソコンの使巧を中断したとさの状態び 
保存されます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断したとさの状態び再現されます。 


A 警告 


• 電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、ワイヤレスコミュニ 
ケーシヨンスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切ってください。 

スタンバイや休止状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めた0、作業中のデータを保をしたりするため 
にパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を妨げた0、他のシステムに影響を及ぼしたりする 
ことびありまず。 


操個こあたって 

中断する前に 

• スタンバイまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スタンバイまたは休止状態を実行するときは、方ディアへの書き込みび完全に終了していることを確認してください。書 
を込み途中のデータびある状態でスタンバイまたは休止状態を実行したとを、データび正しく書き込まれないことびあ0 
ます。方ディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了しています。 

中断したとさは 

• スタンバイ中に次のことを行わないでください。次回電源を入れたときに、システムび起動しないことびあります。 

-スタンバイ中にメモリの取り付け/取りはずしをすること 
-スタンバイ中にバッテ U パックをはずすこと 

また、スタンバイ中にバッテ U 残量び減少したとさち同様に、次回起動時にシステムび起動しないことびあります。 
システムび起動しないときは、電源スイッチを已秒政上押していったん電源を切った棲、ちラー度電源を入れてくださ 
し、この場合、スタンバイ前の状態は保持できていません （ ResumeFailure で起動します)。 

•スタンバイ中や休止状態では、バッテ U や周辺機器（増設^モ U など）の取0付け/取りはずしは行わないでくださし、。 

保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあります。 

•スタンバイまたは休止状態を利用しないときは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了させてから、電源を 
切ってください。保存されていないデータは消失します。 

•パソコン本体を航;空機や病院に持ち込むとき、スタンバイを使用しないで、必ず電源を切ってください。スタンバイ状態 
のまま持ち込むと、パソコンの電波により、計器や医療機器に影響を与えることびあります。 


①スタンバイ 


作業を中断したときの状態をメモ U に保存する機能です。次に電源スイッチを巧すと、状態を再現することびでをます。 
スタンバイはすばやく状態が再現されますび、休止状態よりバッテ U を消耗します。バッテリを使い切ってしまうと保存さ 
れていないデータは消失するので、 AC アダプタを取り付けて使用することを推奨します。 


スタンパイの実行方法 

[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリックずる⑤ 

すべてのフ□クラムを）^ 



XP Pr □モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 
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2 [スタンバイ]をクリックずる 


コンビ: L — ちの電源を切る 


Sg 

国 

回 

画 

國 

体止巧 g ( d ) 

スタン"ィが 

モおを切る化） 

械れ(巧 

gaguiB 


XP Pro モデルでドメイン参加している場合は 、 [Windows 
のシャットダウン]画面で V ボタンをクリックし、[スタン 
バイ]を逞択して [0 K ] ボタンをクリックしてください。 


メモ1」への保存び終わると、画面び真つ日音にな D ます。 

3 Power 6 LED びオレンジ点滅しているかお認ずる 

ぶるメモ 

• ( F 巧+@キーを巧して、スタンバイを実行することもでをまず。 


( D 休止が態 


パソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保存します。次に電源を入れると、状態を復元できます。 

購入時の設定では、バッテ U び消耗すると、パソ]ン本体は自動的に休止状態になります。休止状態び無効な場合はそのま 
ま電源び切れるため、作業中のデータび消失するおそれびあります。バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使 
用する場合は、休止状態の設定をすることを推奨します。 

購入時は、休止状態び有効に設定されています。 


1休止が態の実行方法 


1 休止状態を有効に設定ずる 

①[コント□ールバネル]を開き、[バフオーマンスとメンテナンス]をク1」ックする 
③[電源オプシヨン]をク I 」ックする 

③ [休止げ態]タブで[休止げ態を有効にする]をチェックする 

④ [ OK ] ボタンをク IJ ックする 
休止状態びち効になりまず。 


2 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をク U ックずる② 

XP pro モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション]は[シャットダウン]と表示されまず。 



② 

① 


3 t 休止状態]をクリックずる 


コンビ:!一ちの電源を切る 


SS 

国 

回 

画 

國 

体止巧態 ( d ) 

スタンバイを） 

モ巧を切る化） 

再ちれ(が 



XP pro モデルでドメイン参加している場合は、 [ Windows の 
シャットダウン]画面で V ボタンをクリックし、[休止状態] 
を選択して[日ロボタンをク U ツクしてください。 


Disk 0 LED び点灯中は、バッテ U パックを取0はずさないでください。 

ぶろメモ 

• キーを巧して、休止；！犬態にすることちでをまず。 
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3 パソコンの使用を中断ずる 


簡巧に電源を切る/パソコンの使用を中断する 


[スタート]メニューか5操作せずに、電源スイッチを巧したとさやディスプレイを閉じたとさに、電源を切る〔電源才 
フ）、またはスタンバイ/休止状態にすることびできます。 

休止状態にするには、あ5かじめ設定び必要です。購入時は、休止状態び有効に設定されていますび、解除した場合は「本 
節®-1手順1」を参照して、設定してください。 


1電源スイッチを巧す 

1電源スイッチを巧したときの動作を設定ずる 

①[コント□ールパネル]を開き、[パフオーマンスとメンテナンス]をク U ックー[東芝省電力]をク U ックする 
霞[アクション設定]タブの[電源ボタンを押したとき]で[入力をまめる][スタンバイ][休止状態][シャットダ 
ウン]のいずれかを選択ずる 

[何もしない]に設定すると、特に変化はありません。 

③にに！ボタンをクリックする 

2電源スイッチを巧ず 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の③で[入力を求める]を選択したときは、 [ Windows のシャットダウン]画面または[コンピュータの電源 
を切る]画面び表示されます。[何もしない]を選択したときは、電源スイッチを押しても何ち動作しません。 


2ディスプレイを閉じる 

ディスプレイを閉じることによって[スタンバイ][休止状態]のラち、あらかじめ設定した状態へ移行する機能を、パネ 
ルスイッチ機能といいます。購入時には[休止状態]に設定されています。変更する場合は次の手順を行ってください。 

1ディスプレイを閉じたときの動作を設定ずる 

①[コント□ールパネル]を開き、[パフオーマンスとメンテナンス]をク U ックー[東芝省電力]をクリックする 
霞[アクション設定]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[スタンバイ][休止状態]のいずれかを選択する 
[何ちしない]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

感に K ] ボタンをクリックする 

2ディスプレイを閉じる 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の③で[スタンバイ]または[休止状態]を選択したときは、なにディスプレイを開くと、自動的に状態び再 
現されます。 
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画面で見る 7 ニユアル 



Windows び起動しているときに、《オンラインマニュアル》をパソコン画面上で見ることびできます。 
《オンラインマニュアル》には、本製品についてよ0多くの説明び記載されています。 

次のよラに操作すると 、 「Adobe Reader 」 び起動し、《オンラインマニュアル》び表示されます。 

初めて 「Adobe Reader 」 を起動したときは、[ソフトウェア使用許諾契約書]画面び表示されます。契約内容をお読みの 
うえ、[同意する]ボタンをク U ックしてください。[同意する]ボタンをクリックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用 
になれません。また、《オンラインマニュアル^を見ることはできません。 

I 起動方ま _ 

1デスクトップ上の[オンラインマニュアル]アイコン（を^)をダブルクリックずる 

《オンラインマニュアル》び起動します。 

ぶ3 メモ 

• 『取扱説明書』や『セットアップガイド（本書)』の内容わ、パソコンの画面上で見ることびできます。 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[マニュアル]をク U ックし、表示されたメニューで見たいマニュアルをク 
リックしてください。 
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*1 モデルによって、この機能はサポートしておりません。 

*2「TOSH 旧 A Smooth View」 をインス!ルしている場合のみ、使巧でをます。 

[ 特殊機能 キー】 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージヤの起動 

(5EFi)+ 厕 +COg) 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます 。* i 
アプ U ケーシヨンやシステムの強制終了を行います。 

画面コピー 

( PrtSc ) 

現在表示中の画面をク U ップボードにコピーします。 


みの +( PrtSc ) 

現在表示中のアクティブな画面をクリップボードにコピーします。 


*1XP Pro モデルでドメインに参加しているとき、ユーヴアカウントで「よラこそ画面を使巧する」のチェックをはずした場合には、 
[Windows のセキュリティ]画面び表示されまずので、[タスクマネージャ]ボタンをク U ックしてください。 
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i _ 

キーを巧った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び巧意されています。いくつかのキーを組み含わせて押すと、いろいろな操作び実行できます。 
【@キーを 使った特殊機能 キー】 


キー 

内容 

( l - n]+(bscj 

スピーカの S ユート（消音） 

( Fn ) 十 ( Space ) 

本体液晶ディスプレイの解像度切0誓え 

( Fn )+( Tib )*' 

ドライブの電源オン/オフ機能 

励 + 励 

インスタントセキユ U ティ機能 

励十屆 

省電カモードの設定 

励 十 画 

スタンバイ機能の実行 

励 十 包） 

休止状態の実行 

励 + 固 

表示装置の切0誓え 

励 + 風 

本体液晶ディスプレイの輝度を下げる 

励 +◎ 

本体液晶ディスプレイの輝度を上げる 

励 + 趣* 1 

無線通信機能の切り誓え 

励 + 圓 

タッチパッドオン/オフ機能 

励十帽 

キー前面左に印刷された、制御キーオン/オフ 

励 十 画 

キー前面ちに印刷された文字の入カオン/オフ 

励十归 D 

スク□ール□ック状態 

励+① 

PgUp (ページアップ） 

励+① 

PgDn (ページダウン） 

励 +© 

Home (ホーム） 

励 +© 

End (エンド） 

励+①け 

画面やアイコンなどの縮ル 

( pTl 十 悟 >2 

画面やアイコンなどの拡大 
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Windows XP を®用ずるにあたって 

本製品のアプ U ケーションは、モデルによって《オンラインマニュアル》で紹介しているちのと一部異な0ます。 

ここでは、操作や仕様び異なるおもなアプリケーションの説明をします。システムやお使いのモデルのソフトウエア環境に 
よっては、この他にち各種説明書や《オンラインマニュアル》に記載された内容とは、一部動作び異なる場合びあります。 

‘ r まミ省電力 J にっぃて 

「ま芝省電力」は、巧の手順で起動してください。 

1 t スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックずる 

2 [バフォーマンスとメンテナンス]をクリックずる 

3 [ま泛省電力]をクリックずる 

使いかたにっいては、ヘルプをご覧ください。 

r まち HW セットアップ J について 

「東芝 HW セットアップ」は、巧の手順で起動してください。 

1 [スタート]一[コント□-ルバネル]をク U ックずる 

2 [プリンタとその他の八ードウエア]をクリックずる 

3 [ま泛 HW セットアップ]をクリックずる 

使いかたにっいては、ヘルプをご覧ください。 

[TOSHIBA Recovery Disc CreatorJ のインストールについて 

noSHIBA Recovery Disc CreatorJ をはじめて使用するとさは、モデルによってインス!-ールび必要です。次の手順で 
インス I ''ールしてください。 

【インス I ル方法】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をクリックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ま泛ユーティ U ティ]タブをク U ックずる 

4 画面を側の 「Toshiba Recovery Disc Creator 」 をクリックずる 
5 画面の指示に従ってインス!ルずる 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表おされた場合は、廣行]ボタンをク U ックしてください。 

FFn-esseJ に〇し、て 

本製品には、 rFn - esseJ というアプ U ケーションの起動を簡単にするアプ U ケーションび用意されています。 CP のキーと特 
定のキーを巧ずことで、アプリケーションの起動をできるようにすることび可能です。あらかじめ特定のキーと起動するア 
プ I 」ケーションの設定び必要です。 

起動するには、[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ IJ ティ]— [ Fn - esse ] をクリック 
して < ださい。 

「 Fn - esse 」 で fP 巧 +© キーまたは fFn )+ 运)キーに何かの動作を登録していても、 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 びインス 
I ''ールされていると使用でさなくなりまず。 
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6 Windows XP を使用ずるにあたって 


■ 書を込みにほ用でをるアプリケーシヨンについて _ 

本製品には、書き込みに使用できるアプ U ケーシヨンとして 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 の他に 「 TOSH 旧 A Direct 
Disc Writer 」 び用意されています。 

「 TOSH 旧 A Direst Disc Writer 」 を使用すると、[マイコンピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブに〕ピー 
ずることで、 DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW 、 CD - RW に書き込むことびで舌ます。 

各メディアの フォーマッ トをする場合は 、 [TOSHIBA Direst Disc Writer Format Utility ] を使用してください。 
詳しくは、 「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 のヘルプを参照してください。 

「 TOSH 旧 A Direst Disc Writ 乱」をはじめて使用するときは、インストールび必要です。 

【インス I ル方法】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再インス!ル]をクリックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ま泛ユーティリティ]タブをク U ックずる 

4 画面を側の [TOSHIBA Direct Disc Writer ] をクリックし、 UTOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 の 
セットアップ]をクリックずる 

5 画面の指示に従ってインス!ルずる 

【「TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 のヘルプの 起動 方法】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD & DVD アプ U ケーシヨン] 一 [Direct 
Disc Writer ヘルプ]をクリックする 


[TOSHIBA Direct Disc Writer 」 を使うために 

去 riOSHIBA Direct Disc Writer 」 を使うには、下記政外にもお願い事項びあります。 

『オンラインマニュアル』の付録に記載されている 「 CD / DVD に書き込む前に」とあわせてご覧ください。 

• CD / DVD をフォーマットすると、 CD / DVD 上のすべてのデータび失われます。内容を確認のラえ、フォーマットし 
て < ださし、。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer ] はパケットライト形式での記録機能を備えたソフトです。 IT 日 SH 旧 A Direct Disc 
Writer Format Utility ] でフオーマット / 書き込みしたメディアを他のパケットライトソフトでは使巧しないでくださ 
し、また、他のパケットライトソフトでフオーマット/書き込みしたメディアに、 「 T 日 SH 旧 A Direct Disc Wr け e 「」 で 
書き込みは行わないでください。他のパケットライトソフトでフオーマットした方ディアを 「 T 日 SH 旧 A Direct Disc 
Writer 」 で使用する場含は、 IT 日 SH 旧 A Direct Disc Writer F 日 「mat Utility 」 で完全フォーマットを行ってか 5 使用 
してください。 

• ファイルやフォルダの「切り取り」一「貼り付け」は行わないでください。メディアやドライブに何日かの問題びあった 
場合、もとのファイルやフォルダび消失することびあります。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer ] で書き込んだ DVD-RW 方ディアを 「T 日 SH 旧 A Direct Disc Writer 」 びインス! -- 
ルされていないパソコンで読み出すには、 DVD - RW メディアを「互換化」する必要びあります。詳しくは 「TOSHKA 
Direct Disc Writer ] のヘルプをご賣ください。 DVD + RW 、 CD-RW ディアについては、「互換化」する必要はあり 
ません。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer Format Utility 」 でフオー マッ トされた方ディア上にプ□グラムのセットアップファ 
イルなどを保存し、そのメディア上か5セットアップを実行しようとしたとき、エラーび発生することびあります。その 
場合は、セットアップに必要なファイルなどをいったん八ードディスク上にコピーした状態で、八ードディスク上か5 
セットアップを実行してください。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer ] で CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD+RW メディアに書き込んだファイルは、変更•削除 
することびでをます。 



[TOSHIBA Direct Disc WriterJ を使用する隙は、ヘルプの「仕様およびミ主意事項」をよくお読みください。 

I ほ用でをないアプリケーションについて _ 

《オンラインマニュアル》をはじめとする各種説明書に記載されている下のアプ U ケーションは、本製品にはインス I -一 
ルされていません。 
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パソ n ン Q 準備—セットアップ— 


• TOSHIBA 円 ash Cards 










2 章 


パソコンの動作がおかしいとをは 




パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした 
5良いかを Q & A お式で説明していまず。 


1 Q&A 集 
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電源を入れるとき/切るとき . 25 

Q 電源スイッチを押しても反応しない . 25 

Q 1度電源が入りかけるがすぐに切れる 
電源が入5ない 

旧 attery LED がオレンジ色に庶威しているとき）.. . 2已 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 2已 

Q 使用中に前軸れもなく 

突然電源が切れることがある . 25 

Q しばらく操作しないとさ、電源が切れる . 26 

指紋認証 . 26 

Q 指紋の読み取りがラまくいかない . 26 

Q 指にヶガをしたため 

指紋の読み取りができなくなった . 26 

Q 認識率び下がった5 . 26 


その他 . 29 

Q 八ードディスクか！ 5 U カバ ’ U でをなくなったときは 

. 29 

Q 異甫な臭いや過熱に気づいた！ . 29 

Q この Q & A 集を読んでも解決でをない . 30 

Q 操作できない原因がどラしてもわか5ない . 30 


TPM . 27 

Q 誤って TPM を初期化してしまった . 27 

Q TPM を使巧しているパソコンを、 

修理-保守に出したい . 27 

メッセージ . 27 

Q 「 Password =」 と表をされた . 27 

Q 「パスワードを入力して下さい。」 

と表示された . 27 

Q 「 HDD パスワードを入力して下さい。」 

と表示された . 27 

Q 電源を入れたとき、次のよラな指紋認証の 

メッセージび表示された . 28 

Q「New Password =」と表示された . 28 

Q 「パスワードを忘れてしまいましたか？」 

r パスワードが誤っています。」と表示された ........ 28 

Q 画面が青くなり、次のよラなメッセージび 

画面一面に表をされた . 28 

Q 起動時に 「RTC battery is low or CMOS 
checksum is inconsistent 」「 P 「 ess [ Fl ] 

Key to set Date / Time 」 と表をされ、 
Windows が起動できない . 28 


Q 起動時に「0271 : Check data and 
time settings •■•Press く FI > to 
resume , < F 2> to Setup 」 と表をされ、 
Windows が起動できない 

. 29 

Q 「システムの曰付または時刻が無効でず」 


と表示された . 29 

Q 次のよラなメッセージが表示された . 2白 

Q その他のメッセージが表示された . 2白 
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電源を入れるとを 
/切るとを 


電源スイッチを巧してち居応しない 




WM 電源スイツチを f 甲す時間が短いと電源が入5ないこ 
^ とがあります。 


Power LED び青または緑色に点なするまで押し続 
けて < ださい。 


Q 1 度電源び入日かけるびすぐに切れる 
電源が入6ない 


(Battery LED がオレンジ色に点減しているとき） 
IIE ^ バッテリの充電量が少ない可能性がありまず。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品巧の AC アダプタを接続して、電源を供給 
する 

(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパッテ U パックを取0付ける 

パジテ I 」の充電にコいて《オンライン7こュアル》 

(DC IN LED がオレンジ色に点減しているとき） 
IIE ^ 電源の接続の接触が悪い可能性がありまず。 

バッテ U パックや AC アダプタを接続し直してくだ 
さレ。 

バッテリパックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

AC アダプタの臟『臟説帽』 


11^パソコン内部の温度が一定臥上に達すると保護機能 
1が働を、システムが自動的に停止します。 

パソ]ン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下がる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソ]ンの温度は非常に 
上昇しやすくなります。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 


|||»パソ]ン本体からいったん、電源]-ドと AC アタブ 
^ 夕、パッテ U パックをすべて取りはずしてください。 


電源]-ドと AC アダプタの接続 
『取扱説明書』 

K ッテ I 」パックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

上の手順でわ解決でさない場合は、保守サービス 
に連絡してください。 


電源を入れたが、システムが起動しない 




11^起動ドライブを八ードディスクドライブじ I 外に設定 
^ した場台に、システムの入っていないメディアが 
セツトされている可能性げあります。 


システムび入っているメディアと取0誓えるか、ま 
たはドライブか5方ディアを取り出してか5、何か 
キーを 巧して < ださし、。 

それでも正常に起動しない場合は、次のよラに操作 
してください。 

① fTg キーを押しなび5電源スイッチを押し、 
[ dynabook ] または [ TOSHIBA ] 画面び表示 
された5手をはなす 

霞表示されたアイコンまたはメニューの中か日シ 
ステムの入っているドライブ（通常は八ード 
ディスクドライブ）を©©キーまたは (DCD 
キーで 選択し、 （ Inter ) キーを 押す 


lEv セーフモードまたは前回正常に起動したときの構成 
1で起動しなおすことができまず。 

電源スイッチを日秒政上巧して強制終了した後、 
起動しなおしてください。 

起動方法については、『取扱説明書』を参照してく 
ださい。 


〇ほ用中に前軸れちな< 
y 巧統電源び切れることびある 


パソコン内部の温度が一定！; Lb に達すると保護機能 
1 び働を、システムげ自動的に停止します。 

パソ]ン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下びる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソ]ンの温度は非常に 
上昇しやすくな0まず。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 

それでも電源び切れる場含は、『東芝 PC サポート 
のご案内』を確認してください。 


①電源コードと AC アダプタを取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器も取りはずし 
て < ださい。 

③バッテリパックを取りはずす 

電源コードと AC アダプタ、バッテリパックを取 
りはずすと、電源び入5ない状態にな0ます。 
そのままの状態で、しばらく放置してください。 
③バッテリパックを取り付ける 
® 電源コードと AC アダプタを取り付けて、電源プ 
ラグをコンセントに差し込む 
⑤電源を入れる 


111^パジテ I 」駆動で使用している場合、パッテリの充電 
^量がなくなった可能性があります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品巧の AC アダプタを接続して、電源を供給 
する 

(イ也製品用の AC アダプタは使巧でさません） 

• 充電済みのバッテ U パックを取0付ける 

ルッテ I 」の充電について《オンラインマニュアル》 










しば 6< 操作しないとを、電源が切れる 


||» Power LED が青または緑色に点巧している場合、 

1 表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何も表示されませんび実隙には電源び入つ 
ていますので、電源スイッチを巧さないでくださ 
い。 

這 hift 件一や(訂「1)キー対甲す、またはタッチパッ 
ドを操作すると表示び復帰します。が部ディスプレ 
イを接続している場合、表示び復帰するまでに1日 
砂前後かかることびあります。 


IIEV Power LED がオレンジ色に点減しているか、消灯 
^の場合、自動的にスタンパイまたは休止状態になつ 
た可能性があります。 

一定時間パソコンを使巧しないとをに、自動的にス 
タンバイまたは休止状態にするように設定されてい 
ます。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 
また、次の手順で設定を解除でをます。 


①[コント□ールパネル]を開き、[パフオーマン 
スとメンテナンス]をク U ックする 
® [東芝省電力]をク U ックする 
感[プ n ファイル]で利用するプ n ファイルを選択 
する 

® [基本設定]タブで[システムスタンバイ]およ 
び[システム休止状態]のチェックをはずす 
⑥に K ] ボタンをクリックする 



* 指紋センヴ搭載モデルのみ 


指紋の読み取0びラま < いかない 




IIE ^ もう-度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作でまは、《オンラインマニュアル〉〉また 
は指紋認証ユーテイリテイのヘルプを参照して < だ 
さい。 


lEv 登録してあるもラ1本の指で読み取りを行ってく 
^ださい。 


Q 指にケガをしたため 

指紋の読み取0がでまな < なった 


11^登録してあるもラ1本の指で読み取りを行ってく 
" ださい。 


lE ^ 登録したずべての指の指紋び読み取れない場合は、 
^ 一時的にキーボードか5バスワードを入力してくだ 
さぃ。 

詳しい操作方法は、《オンラインマニュアル》また 
は指紋認証ユーティ U ティ の 〜)レプを参照してくだ 
さい。 


[ Q 認識率び下がった6 


lEv 指紋センサの表面がよごれていないか確認してくだ 
' さい。 


よごれている場合には、眼鏡ふを（ク U —ナーク □ 
ス）などの柔5かい巧で軽くふさ取ってか5もラー 
度指紋認証を巧って < ださい。 


詳綱こついて 


『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


IIE ^ 指の状態を確認してください。 

指に傷びあった0、手荒れ、極端に乾燥した状態、 
ふやけた状態など、指紋登録時と状態び異なると認 
識でさない場含びあ0ます。認識率び改善されない 
場合は、他の指で登録してくださし、。 

識について 


『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


IIE ^ 指の置きかたを艦、してください。 

指を指紋センサと平行になるよラに置を、指紋セン 
ヴに指の中央を合わせてください。指紋センサの上 
に第一関節びくるように置き、スライドするときは 
ゆつく 0と一定の速さでスライドしてください。そ 
れでを認証できない場合は、指をスライドさせる速 
さを調整してくださし、。 

詳細について 


『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


lEv どうしてもうまくいかない場合は、-時的にキ- 
^ ボードか5パスワードを入力して<ださし、。 

詳しい操作でまは、《オンラインマニュアル》また 
は指紋認証ユーテイ U テイのヘルプを参照して<だ 
さい。 
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* TPM 搭載モデルのみ 


〇 rPassword=J と表おをれた 


|||»緊急時バックアップア-カイブファイルと緊急時復 
^元用!-ークンファイルを使用して、 TPM の設定を 
復元してください。 

TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 


TPM をほ用しているバソコンを、 
修理•保守に出したい 


IIEV TPM を使巧している場合、修理•保守に出す前 
^に、次の項目を実行または確認してください。 

-八ードディスクドライブの必要なデータをバッ 
クアップにとる 

- PSD の内容を、別途が部記憶^ディアにバック 
アップをとる 

■八ードディスクドライブに緊急時ノ（ックアップ 
アーカイブファイルを作っている場合は、外部 
記憶^ディアにバックアップをとる 

- Security Platform 初期化ウィヴード設定時に 
作成した緊急時復元巧トークンファイルびある 
か確認する 

-控えておいた r 所有をパスワード」、「緊急時復 
元用I-ークン」用のパスワードを確認する 
なお、修理•保守に出すと、 TPM に故障びなくて 
ち、 TPM び交換される場をびあります。 

交換されたり、 TPM び初期化された場合、 
Windows に□グオンした樓（八ードディスクドラ 
イブには障害や問題びなく Windows へ□グオンで 
きる場合)、通知領域の [Security Platform] ア 
イコンに TPM び初期化されていない巧容の方ッ 
セージび表示されます。 

その場合は、緊急時バックアップアーカイブファイ 
ル、緊急時復元巧トークンファイルを使って、 

TPM の設定を復元してくださし、。 

TPM [Trusted Platform Module 取扱説明書』 

保守ヴービスについては、「4章2アフターケアに 
ついて」と『東芝 PC サポートのご案内』を確認し 
て < ださい。 


I か 


パスワ ー ドの入力、または I -ークンによる認証が必 
要です。 

次のいずれかの操作を行ってください。 


• パスワードを入力し、 [Enter) キーを押す 
あらかじめ「東芝パスワードユーティ U ティ」 

でパスワードファイルをが部記憶メディアに保 
存しておくと、パスワードを忘れた場をに確認 
でをます。化のパソコンの「方モ帳」などでパ 
スワードファイルを開を、確認したパスワード 
を入力してくださし、。 

•あらかじめ「東芝パスワードユーティ U ティ」 

で作成した! -— クン*1をブI」ツジメディアス 
□ツトまたは SD 力ードス□ツトに挿入し、認 
証を巧ラ 

* 1I -ー クン機能搭載モデルのみ 
上記の方法を実行でさない場合は、使巧している機 
種を確認後、保守ヴービスに連絡してください。有 
償にてパスワードを解除します。 HDD パスワード 
を忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブ 
はお义に使用でさなくなり、交換対応とな0ます。 
この場合わ有償です。またどちらの場含わ、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要と 
な0ます。 

図味 K スワ-ドについて《オンラインにユアル》 


r パスワードを入力して下さい 。 J 
と表巧された 


I か 


「東芝 HW セットアップ」または日 IOS セットアッ 
プで設定したパスワードを入力し、 (Inter) キーを押 
して < ださい。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型 
蚕）を確認後、保守ヴービスに連絡してくださし、。 
有價にてパスワードを解除します。その隙、身分証 
明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要と 
な0ます。 


[ HDD パスワードを入力して下さい 。 J 
と表巧された 


II ホ 


BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを 
使つて認証を行つてくださし、。 

次の操作を巧ってください。 


① HDD ノくスワードを入力し、 (Ente? ) キーを巧す 
HDD パスワードを忘れてしまった場含は、八ード 
ディスクドライブは永义に使用できなくな0、交換 
対応とな0ます。この場合は有償です。その際、身 
分証明書（お客様自身を確認でをる物）の提示び必 
要となります。 


ジミ G ® 篡 E かしいとさは 
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1電源を入れたとま、巧のよ5な指紋認証の ^ 
メッセージが表示された . 

1 

画面が青<な0、なのよ5なメッセージび^ 
^画面一面に表巧された J 


* 指紋センサ搭載モデルのみ 

• [Swipe fin 呂 e「to authorize access , or press 
BACKSPACE to enter the BIOS password 」 

• 「認証のため指でセンサーをなぞってください 

巨 I 日 S ノ くスワードを入力するためには、バックスペース 
を巧して < ださい」 

IIE ^ 指紋認証が必要です。 

「指紋認証ユーティ U ティ」でパワーオンセキユ U 
ティ機能または Pre - 日 S 指紋認証機能を有効に設 
定していると、パスワードを設定している場含に表 
示される 「 Passwa 「 d =」 または「パスワードを 
入力して下さい。」といラメッセージの代わ0に、 
指紋認証を行ラ画面び表示されます。指紋認証を行 
ラと、パワーオンセキユ U ティ機能または Pre - 日 S 
指紋認証機能によってノスワードの認証び行われま 
す。 

認証を日回失敗する、または (| acl < Space ) キーを 
押すと 、 「Password =」または「パスワードを入 
力して下さい。」び表示されます。 

指紋認証について詳しくは、《オンラインマニユア 
ル參または指紋認証ユーティ I 」ティのヘルプを参照 
してください。 


〇 [New Password = J と表示された 


IIE ^ 新しいパスワ-ドに登11/変更してくださし、。 

「東芝パスワードユーティリティ」の[スーパーバ 
イヴパスワード]タブで、[ユーザポリシーの設定] 
画面の[ユーヴパスワードの登録/変更を強制す 
る]をチェックすると、次のよラに設定されます。 


• fA problem has been detected and windows has 
been shut down to prevent damage to your 
computer 」 

IIEV A - ドウ I アの接続に不具合が起きた、または何ら 
^かの原因で電源を切る前の状態を再現できなくなっ 
たといラメッセージです。 

休止状態のまま増設メモ U の取り付け/取0はずし 
をしたとさなどに表示されます。電源を切る前の状 
態は再現でをません。 

次の操作を行ってください。 

①電源スイッチを日秒じ(上巧し、パソコンを強制 
終了する 

霞再び電源スイッチを押して、パソコンを再起動 
する 

「システムを前の場所か5再起動できませんでし 
た。」というメッセージび表示されます。 

感 r 復元データを削除してシステムブート方ニュー 
にすすみます」び反転表示していることを確認 
し 、 (Ente り キー对甲す 
Windows び起動します。 


起動時に rRTC battery is low or CMOS ， 
checksum is inconsistentj FPressEFl ] 


Key to set Date / Time 」 と表巧され、 
Windows が起動でをない 


IIE ^ 時計用ル;/テ I 」び不足していまず。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入 
れているときに充電されます。 


時計用バッテ IJ につしで《オンラインマニュアル》 


• ユーヴバスワードび登録されていない場合 
設定後の]回目の起動時に、 「 NewPassword 二」 
と表示されます。 

ユーヴパスワードの登録を巧ってください。 

-ユーヴパスワードび登録されている場合 
設定後の起動時の 「 Password :」 で、ユーヴパスワ 
-ドを初めて入力したとさに、 「 NewPasswo 「 cl =」 
と表示されます。 

新しいユーヴパスワードに変更してください。 
「Verify Password 二」に 「New Passw 日 rd 二」で 
入力したパスワードをわラー度入力すると、ユーヴ 
パスワードび登録/変更されます。 

スーノ くーノ（イヴノてスワードについて詳しくは、《才 
ンラインマニュアル〉〉を参照してください。 


AC アダプタを接続媛、なの手順で目 I 日 S セット 
アップの日付と時刻を設定してください。 

① ( F でキーを巧す 

目 I 日 S セットアップ画面び表示されます。 
霞®®片卜件-を使って 、 [SYSTEM 
DATE / TIME ] の [ Date ] を選択し、 （ Space) 
キーで曰付を設定する 

③ 手順霞と同様に [ Time ] で時刻を設定する 

④ fFrO + f -〇キーを巧す 

確認のッセージび表示されます。 

愈@キーを押す 

設定内容び有効になり、巨 I 日 S セットアップび終 
了します。 

パソコンび再起動します。 


Q r パスワードをちれてしまいましたか？ J 
r パスワードび誤っていまず。 J と表示された 


lEv 入カモードの状態により大で字/かで字を誤って入 
1力した可能性びありまず。 

Caps Lock LED を確認してくださし、必要に応 
じて dhiW 十に aps Lock 英数)キーを巧して入力 
の状態を切り誓え、わラ]度入力してください。 
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起動時に r0271 : Check data and 
time settings ".Press < F 1 > to 
resume , < F 2> to 8 etupJ と表示され* 
Windows が起動できない 


I か 


時計用バッテリが不足しています。 

時計用バッテ1」は、 AC アダプタを接続し電源を入 
れているとさに充電されます。 

時關バッテ I 」について《オンラインにュアル》 

AC アダプタを接続後、次の手順で BI 日 S セット 
アップの曰付と時刻を設定してください。 

キーを押す 

巨 I 日 S セットアップ画面び表示されます。 

③がイン]メニューの[言語：]で[日本語 （ JP )] 
を選おする 

③ 巧 キーを巧す 

確認のメッセージび表示されまず。 

④ [はい]を還択し、作 nte りキーを巧ず 

BIOS セットアップび標準設定の状態になります。 
⑥[メイン]メニューの[システム時刻：]で時刻 
を設定する 

⑥ [メイン]メニューの[システム日付：]で日付 
を設定する 

⑦ f 10〕 キーを 巧ず 

確認のメッセージび表示されまず。 

⑨[はい]を還択し、作 nte りキーを巧す 

BIOS セットアップび終了し、パソコンび再起動 
しまず。 


「システムの S 付または時刻が無効でず J 
と表示された 


111^日がと腳を醜 L てください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセット 
アップを巧ラ場合は、正しい曰付と時刻を設定して 
か5行ってください。 

日 M と剛の i 就について 
「1章 1- ①-曰付と時刻の設定」 


巧のよ5なメツセージび表示された 


「Insert system disk in drive.Press any key when 
ready 」 

「 Non - System disk or disk error Replace and 
press any key when ready 」 

[Invalid system disk Repl 己巳 e the disk , 己 nd then 
press any key 」 

「目 00 tCouldn't Find NTLDR Please Insert another 
disk 」 

「Disk I/O error Replace the disk,and then press 
any key 」 

「Cannot load DOS press key to retry 」 

[Remove disks or other media.Press any key to 
restart 」 

「NTLDR is missing 
Press any key to restart 」 


IIEv フ□ッピ-ディスクなどの起動ディスクを取り出 
^し、何かキーを巧してください。 

上記の操作を巧っても解決しない場合は、『東芝 
PC サポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、 
東芝 PC あんしんサポートに連絡してくださし、。 


〇その他のメッセージびま示された 


II ホ 


使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明 
書を確認してくださし、。 


その他 


A - ドディスクか6 
y カパリでまなくなコたとをは 


* HDD IJ カバ U 機能搭載モデルのみ 


I か 


八ードディスクドライブに内蔵されているリカバ 
U (再セットアップ）ツール（システムを復元す 
るためのもの）のデータが破損、ちしくは誤って 
消去されている可能性びあります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティ 
シヨンの構成を変更すると、1」カバ U びできなく 
なることびあ0ます。 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 で作成し 
た U カバ U ディスクを使って、リカバリしてくだ 
さい。 

リカバ U の操作方法 

巧章2-感 U カバ U ディスクか5リカバ U をする」 

U カバ U ディスクびない場合は、修理び必要にな 
る可能性びあります。購入店、または保守サービ 
スに相談してくださし、。 

修理のお問い含わせについて 
『東芝 PC ヴポートのご案内』 


呈常な臭いや担熱に気ヴいた 


I か 


パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コー 
ドのプラグをコンセントか5抜いてください。安 
全を確認してノ（ッテ U パックをパソコン本体か5 
取りはずしてか5購入店、または保守サービスに 
相談してください。 

なお、連絡の隙には次のことを伝えてください。 

• 使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（できるだけ詳しく連絡してくださし、） 
修理の問い靴せについて 
『東芝 PC ヴポートのご案内』 
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パソ n ンの動作がおかしいときは 









この Q & A 集を読んでも婚ミ关でまない 


lE ^ このほかにもいろいろな解ま方法がありまず。 

1《オンラインマニュアル》を見る 

この Q & A 集は、バソコンの電源び入5ないなど、 
《オンラインマニュアル》を見られない状況での 
Q & A のみ記載しています。《オンラインマニュア 
ル》の 「 Q & A 」 には、このほかにも困ったことび 
起さに場合の巧処方法を記載しています。 


2 rdynabook . com 」 の「よくあるご質問 FAQ 」 

を調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総含 
情報サイト rdynabook . comj でヴポート情報を 
見てください。お問い合わせのをい質問やホットな 
QSlA び掲載されています。 

「 A . 回答-対処方法」の説明を読んでも問題び解 
決しない場含は、説明の後のアンケートに引き続 
さ、質問メールを出すことわでさます。 

* メールでの質問には「お客様登録」び必要でず。 


3 東芝 PC あんしんサポートに電話する 
パソコン本体のトラプルは、東芝 PC あんしんヴ 
ポートでお答えしまず。『東芝 PC サポートのご案 
巧』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんヴ 
ポートに連絡してください。 

ま芝 PC ぁんしんサポ—卜 
『東ち PC サポートのご案内』 


操作でをない原因がどラしてもわか6ない 






パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC ヴ 
1ポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 
PC あんしんサポートに連絡してください。 


IIEV アプ U ケーン3ンのトラブルの場合は、各アプリ 
^ケーシヨンのヴポート窓□に問い合わせてくださ 
い。 

アプリケーンヨンの問い合わせ先『取扱説明書』 


IIEv 周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポー 
^卜窓口に問い合わせてください。 

周辺機器の問い合わせ先 
『周辺機器に付属の説明書』 


30 





3 章 


買つたときのが態に戻ずには-リカバリ- 


バ。く ^ィ 


この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろ 
いろなトラブル解消方までは解ミ夫できないときに行 
う r リカバリ」について説明していまず。リカバリ 
を行ラことでシステムやアプリケーシヨンを購入時 
の状態に復元できまず。作成したデータなどが消去 
されまずので、よく読んでか日行ってください。 


1 

リカパ’リとは 

32 

2 

リカバリ=再セットアップをずる 

35 

3 

リカパ’リをしたあとは 
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リヵバリとは 


U カバ U (再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入楼にインス!ルしたアプリケーション、現在の設定 
などをすべて削除し、もラー度ご購入時の状態に復元する作業です。八ードディスク巧に保存されているデータ（艾書ファ 
イル、画像•映像ファイル、メールやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットや ール 
の設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態になりまず。 

次のよラな場をで、どラしても改善するち法がないとさに U カバ U をしてください。 

• パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

• ノ V —ドディスクにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピュータウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
• パソコンの調子びおかしく、いろいろ試したび解消でをない 
•東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、「リカバ U び必要」と診断された 

* 1アプ U ケーションび正窜に起動でをない場合など、状態によってはウイルスチェックびでをない場をびありまず。 


①リカバリをする前に確認すること 


パソコンの動作びおかしいと感じたとき、次の方法を実行してみてください。 U カバ U をしなくても、状態び改善される場 
をびあります。次のち法をすべて試してみても状態び改善されない場合に、リカバリを実行してください。 


m ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

本製品に巧意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどうかを確認してください。ウイ 
ルスび検出された5、ウイルスチェックソフトで駆除できます。その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、 
最新のものに更新しておいてください。場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスちあります。そ 
のとをは、 U カバ U を実行してください。 


2七ーフモードで起動でまるか実行してみる^^^^^^^^^ 

Windows び起動できないとをは、セーフモードで起動してみてください。セーフモードでは、最低限の機能で Windows 
を起動させることびでさます。 

起動ち法については、『取扱説明書』を参照して<ださし、。 

セーフモードで起動できた場合は、リカバリをする前に r 東芝 PC あんしんヴポート」にご相談ください。 


3周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する^^^^^^^^ 

増設メモリや us 目対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障書の原因となっている場合びあ0ます。それらを取0 
はずしてか5、再度確認してみてください。また、電源関連のトラブルの場合は、バッテリをいったん取りはずし、再度取 
0付けてか5起動し直してみてくださし、。 

機器の取0はずし『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


4ほかのトラブル解消方法を探す^^^^ 

パソコンの調テびおかしいと思ったときは、《オンラインマニュアル》で解消へのアプ n —チを確認してください。いろい 
ろな解消方法を紹介しています。 

それでち解消でさないとさに、 U カバ U をしてください。 
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1 リカ八 ’ u とは 


リカバリ DVD - ROM / リカ / VIJ CD-ROM I 


本製品にはモデルによって、リカバリ DV 日 - R 日 M またはリカバリ CD - R 日 M び付属しています。 

U カバ U DVD - R 日 M / リカバリ CD - R 日 M は U カバ U するときに使用します。絶対になくさないようにしてくださし、。紛 
失した場合、再発行することはできません。 

また、 U カバ U DVD - R 日 M / リカバリ CD - R 日 M は本製品専用です。他のパソコンで U カバ U しないでください。 


詳細について「本章2リカバリ=再セットアップする」 


回 


U カバリをはじめる前にしておくこと 


U カバ U をはじめる前に、なの準備と確認を行ってください。 

1準備するちの — 

• 『セットアップガイド』（本書） 

■巻末の U カバリ（再セットアップ）チェックシートをコピーしたもの 

• U カバリディスク（作成した U カバ U ディスクから1」カバリする場含） 

• U カバ U DVD - R 日 M / U カバ U CD - R 日 M (付属しているモデルの場合） 

2が要なデータのバックアップをとる 

U カバ U をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ IJ ケーションなど、八ードディスクに保存していた内 
容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデータは削除されますので、可能な場含は、外部記憶ディア （CD 
や US 巨フラッシュ六モ U など）にバックアップをとってください。 

• マイドキュメントのデータ 
• デスクトップに保存したデータ 
• インタ— ネットエクスプ□ーラのお気に入り 
• 方ール送受信データ 
• 方ールアドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーションのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

また、1」カバ U 禮ち現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいてください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合や、電源を入れてちシステムび起動しな 
くなってか5では、バックアップをとることびでをません。また、 U カバ U を行ってち、八ードディスクに保存されていた 
データは復元でさません。 

バックアップは、普段から定期的に行っておくことを推奨します。 

3アプ y ケーシヨンのセットアップ用メディアを確認する 

「 Microsoft 日 ffice 」 や、購入後に追加でインス i -ールしたアプ U ケーション、プ U ンタなどの周辺機器のドライバは、リ 
カバ U 體にインストールする必要びあります。 

これ5を再度 インス! ルするための方ディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

4各種設定を確認する 

インターネットや LAN の設定 、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモなどに控えておいてくださ 
い。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどびセットアップ時に必要なアプリケーションは、それ5の 
番号を控えておいてください。確認で法は各アプリケーションのヘルプや問い合わせ先にご確認ください。 


5音量を調節する 

U カバ U 禮、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はでさません。 

あらかじめ音量を調節してくださし ' i 。 励 + Cps ミ)キーを使って、内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミユート（消音）にし 
ている場合は、もラー度 f 巧十し Es 51 キーを押して元に戻しておいてください。 
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買ったとさの状態に戻ずには—リカバリ— 






6 周辺機器をすべて取りはずす 

増設メモリや US 目対応機器など、パソコン本体に取0付けている物は、 AC アダプタのケーブル外すベて取りはずして 
<ださい。 

このとさ、パソコン本体の電源を切ってか5巧ってくださし、。 

機器の取0はずし『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 



• 市販のソフトウェアを使用してパーテイシヨンの構成を変更すると、リカバリびできなくなることびあります。 
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【 U カバ U DVD - R 日 M / U カバ ’U CD - R 日 M が付属していないモデル】 

• 八ードディスクドライブか 5 U カバ U をする 

• 作成した U カバ U ディスクか 5 U カバ U をする 

通常は八ードディスクドライブか5リカバ U をしてください。 

U カバ U ディスクか5の U カバ U は、八ードディスクドライブの U カバ U (再セットアップ）ツール（システムを復元する 
ためのちの）を消してしまったり、八ードディスクか5リカバリびできなかった場合などに行うことをおすすめします。 

U カバ U ディスクか5リカバリをする場合は、《オンラインマニュアル》を確認して、リカバリディスクを用意してください。 

【 U カバ U DVD - ROM / U カバリ CD - R 日 M が付属しているモデル】 

• 付属の U カバ U DVD - R 日 M / U カバ U CD - R 日 M か 5 U カバ U をする 


) 八ードディスクからリカバリをする 


* リカバリ DVD-ROM /リカバリ CD-ROM が付属していないモデルのみ 

八ードディスクの U カバ U ツールでは、次の方ニューのなかか 5 U カバ U 方法を選択することびでをます。あ5かじめリカ 
パリ方法を決めておくとスムーズに操作でをます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

A —ドディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーショ 
ンを復元します。購入楼に作成したデータなどは消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元 ■ (推奨） 

パーティションサイズを変更して使巧していた場合、そのパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。 C ド 
ライブに保をされていたデータは消まされ、購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保存されていたデータは、そ 
のまま残ります。ただし、目 I 日 S 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場含、 C ドライブし^がの領 
域にあるデータも使えないことびあります。 

■ノ くーティションヴイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびでをます。 C ドライブ iU かの八ードディスクの領域は一 
つの領域にな0、そこに保存されていたデータは消去されます。 

ぶるメモ 

• ドライブ内蔵モデルの場合、 U カバ U は、ドライブに方ディアをセットしていない状態で実行してください。ドライブに 
方ディアびセットされていると、エラーになる場をびあ0ます。 

• どのメニューを選択してち、 C ドライブには U カバ U ツールか5購入時と同じシステムび復元されます。 

ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

1パソコンの電源を切る 

2 AC アダプタと電源コードを接続ずる 


し 



リカバリ=再セットアップをずる 


本製品にプレインス I ルされている Windows やアプリケーションを復元するち法について説明します。 

本製品のリカバリは、ユーヴ権限に関わらず、誰でち実行できます。誤って他の人に U カバ U を実行されないよラ、ユーヴ 
パスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユ-ヴパスワ-ド《オンラインにユアル》 


い<つかあるリカバリ方ま 


U カバリには、次の方法びあります。 



買ったとさの状態に戻ずには—リカバリ— 
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3 ® (ゼロ）キーを巧しなが日電源スイッチを巧し、 [ dynabook ] または [ TOSHIBA ] 画面が表示され 
た5手をはなず 

ユーヴパスワードを設定している場合は、バスワード入力画面び表示されまず。 

ユーヴノ くスワードを入力して dnter ) キーを巧してください。 

メッセージび表示されます。 

4 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

5 励期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる® 


① 


② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または讓渡する場合など、個人情報漏ミ曳を防ぐために、 

八ードディスクのデータを完全に消去するためのちのです。通常は実行しないで<ださい。実巧すると、八ードディス 
ク上にある、 U カバ U ツールの領域!^:1外のすベてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について「4章 3-2 八ードディスクの巧容をすベて消去する」 

6 [パーティションサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる霞 



① 


② 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意 D 未と動作は、次のとお0です。 

他のメニューを選択した場合については、次のページを参照してください。 

-に購入時の状態に復冠 ： P .37 

-[パーティションサイズを指定して復元]: P .38 

• 「パーティションヴイズを変更せずに復元」とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域を分割している場含などに使巧し 
ます。 C ドライブび U カバリされ、それ！;(がの領域のデータはそのまま残ります。 

C ドライブ (□) にあたる領域は、作成したデータ、設 
定した項目、インス!-ールしたアプリケーションなどび 
すべて消去されたが態になります。 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 
といラメッセージび表示されます。 


リカバリ 



fz . ^ 

__乍成データ* 

設定は消去 

一 

c ドライブ • 


、 一 

__1 乍成データ- 


D ( E 、 F …）ドライブ 

設定は保持 




「先頭ノくーテイシヨンのデータは、すべて消去されます。」 



<復5£*まの這巧> 


ほ元ち;るをぶ巧してくどさい。 


I 。 抑巧インスト-ルソフ ドウ1アのは 巧 |— 
巧«インストール刀トウ王ア定巧元します。 

r いードディスク上のをデー$の;—肖ち 

バードディスク上のをデーさを巧モします。 
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2 リカバリ = 再セツトアップをずる 


ぶすメモ 

• U カバ U ツールの領域び確保されているため、八ードディスクの1日日％を使用することはでさません。 

7 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場含は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

復元び実行されます。 

[パーティションを初期化しています。しば5くお待ちください。]画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びあ0ますび、画面び切り誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U の経過に従い、画面び変わ0ます。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックずる 

システムび再起動し、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示されます。 

9 Windows のセットアップを巧う 

詳細について「1章] Wind 日 WS セットアップ」 

ぶ3 メモ 

• 一部のアプ U ケーションは、 U カバ U 後にアプリケーションのインストールをする必要びあ0ます。 

詳細について「本章4-®アプ U ケーションを再インス!-ールする」 

購入後に変更した設定びある場含は、 Windows のセットアップ後に、わう]度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入禮に追加したアプリケーションのインス!ルも、 Windows のセットアップ懐に巧ってくださし、。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 

I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニューについて 

「本節③八ードディスクか日 U カノのをする」の手順目の[初期インストールソフトウェアの復元]画面で表示される U 
カバ U メニューの意昧と動作は次のよラになります。 

【ご購入時の状態に復元】 

パソコンを購入したときの状態に戻します。 

作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 

, ケーシヨンなどびすべて消まされた状態にな0ます。 

作成データ- 
設定は消去 


手順目の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 




買ったときの状態に戻ずには—リカパリ— 
















【パーティションヴイズを指定して復元】 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブ政外の領域区分（パーティション）は消去され、一つの領域になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」 
か5再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになります。 


ディスクの管理「本章4-① -1 パーテイシヨンを設定する」 


作成データ- ご- 

設定は消去- - 


リカバリ 



作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消まされた状態にな0ます。 


サイズ変更が 
でをる範囲 


作成データ’ 
設定は消去 


①に：ドライブのサイズ]でをク U ックしてパーティシヨン （ C ドライブ）のサイズを指定する 
® [次へ]ボタンをク U ックする 

手順目の媛は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 


③リカバリディスクか6リカバリをする 


* リカバリ DVD - ROM /リカバリ CD - R 日 M が付属していないモデルのみ 

作成した U カバ U ディスクでは、次のメニューのなかから U カバ U 方法を選択することびできます。あ5かじめ U カバ U ち 
法を決めておくとスムーズに操作でさます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーショ 
ンを復元します。購入媛に作成したデータなどは消去されます。 


■ Windows ； (-テイションのみに復元 ■ 

八ードディスク全体を]つのパーティション （ C ドライブのみ）にするため、全領域を使巧できるようになります。なお、 
U カバ U ツールの領域は消去され、復元されません。購入時にプレインス I ルされていたシステムとアプ1」ケーションを 
復元します。また購入媛に作成したデータなどは消去されます。 

■ノ くーティションヴイズを変更せずに復元 ■ 

パーティションサイズを変更して使巧していた場合、そのパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。 C ド 
ライブに保存されていたデータは消まされ、購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保存されていたデータは、そ 
のまま残ります。 


■ノ くーティシヨンヴイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびでさます。 C ドライブ1；(がの八ードディスクの領域は] 
つの領域にな0、そこに保存されていたデータとリカバリツールの領域は消まされます。 

ぶるメモ 

• どのメニューを還択してち、 C ドライブには晴入時と同じシステムび復元されます。 

1 AC アダプタと電源コードを接続する 

2 リカパ u ディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

I 」カバ I 」ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」か!5セットしてください。 

3 (FT るキーを巧しなが5電源スイッチを巧し、 [ dynabook ] または [ TOSHIBA ] 画面が表示された6 
手をはなず 

ユーヴパスワードを設定してしぶ場合は、バスワード入力画面び表示されまず。 

ユーヴ(スワードを入力して ( Enter ) キーを巧してください。 

4 アイコンび表示された場合は、©巨)キーで CD のアイコンを選択し、 を巧品) キーを巧ず 
または 

メニューが表示された場合は、 CD ® キーで [ CD / DVD ] を選択し、 を巧 i ?) キーを巧ず 

メッセージび表示されます。 
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2 リカバリ = 再セツトアップをずる 


5画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元ち法の選択]画面び表示されます。 

6 [巧]期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる® 


<復5£*まの違巧> 

ほ元方;ちをぶ巧し "C ください。 


レ-.: 


巧 ffl インスト—ルソフト0エアを巧元します。 


■ いードディスク上のをデー$の;'肖ち 

バードディスク上のをデータをホモします。 


を 


•① 


-③ 


(表示例） 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または讓渡する場をなど、個人情報漏ミ吏を防ぐために、 

八ードディスクのデータを完全に消去するためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディス 
ク上にある、すべてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について「4章 3-2 八ードディスクの内容をすべて消まする」 

7 [パーティションサイズを変更せずに復元]をクリックし①、[次へ]ボタンをクリックずる霞 


<巧巧インストールソフトウェアの巧元> 
巧元すな巧巧 S さがしてくだ3い。 


r ご！!!入時の巧巧!こ巧元 

广 Windows バーチイシヨンのみには元 
卜りーティシ a ンヴイブ1変左せず i こほ元]I 

广パーティションサイズを}旨ちしてはそ 


し.ドライブのクイ :'I い：づ GBflO - 


-① 


<居る避" * へ屯)> 


•② 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場をの意味と動作は、次のとおりです。 
他の方ニューを選択した場をについては、なのぺージを参照してください。 


に購入時の状態に復冠 
[ Windows ； くーテイシヨンのみに復元] 
[； くーテイシヨンサイズを指定して復元] 


P .40 

P .41 

P .41 


「パーティションヴイズを変更せずに復元」とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域を分割している場含などに使用し 
ます。 C ドライブび U カバ U され、それ!;の領域のデータはそのまま残ります。 

リカバリディスタ C ドライブ （□) にあたる領域は、作成したデータ、設 

定した項目、インス!ルしたアプリケーションなどび 
すべて消去された状態になります。 

U 


リカバリ 



作成データ 
設定は消去 


作成データ* 
設定は保持 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例） 
r 先頭パーティションのデータは、すべて消まされます。」といラメッセージび表示されます。 

ぶるメモ 

• 「ご購入時の状態に復元」と「パーティションサイズを変更せずに復元」を選択した場合は、 U カバ U ツールの領域び確 
保されているため、八ードディスクの1日日％を使巧することびでさません。 
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買ったとさの状態に戻ずには—リカバリ— 














































8 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場含は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

復元び実行されます。 

[パーティションを初期化しています。しば5くお待ちください。]画面び表示されます。 

長い時間表おされる場合びありますび、画面び切り誓わるまでお待ちください。 

復元中は、リカバ U の経過に従い、画面び変わります。 

リカバ U ディスクび複数枚ある場合、画面の指示に従って入れ替えてください。 

* 最初に[コピーしていまず。]画面び表おされる場合びあります。 

長い時間表おされる場をもありまずび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

9 [終了]ボタンをクリックずる 

自動的にディスクトレイび開きます。 U カバ U ディスクを取0出してください。 

システムび再起動し 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示されます。 

10 Windows のセットアップを行う 

詳細について「1章1 Windows セットアッス 

ぶずメモ 

• 一部のアプ U ケーションは、 U カバ U 樓にアプリケーションのインス!-ールをする必要びあります。 
詳細について「本章4-®アプ U ケーシヨンを再インス!ルする」 


購入後に変更した設定びある場含は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入樓に追加したアプ U ケーシヨンのインストールも、 Windows のセットアップ後に巧ってくださし、。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


1[巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニューについて 

r 本節③リカバリディスクか5リカバリをする」の手順7の[初期インス!ルソフトウェアの復元]画面で表示されるリ 
カバ U 六ニューの意昧と動作は次のよラになります。 


【ご購入時の状態に復元】 

パソコンを購入したとさの状態に戻します。 


リカバリディスク 



リカバ U 
ツールの 
復元 




作成データ’ 
設定は消去 


C ドライブ 


リカパリ 


作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消まされた状態にな0ます。 


手順7の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 
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【パーティションサイズを指定して復元】 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブがが)領域区分（パーティション）と U カバ U ツールの領域は消去され、一つの領域になります。その領域は 
「ディスクの管理」から再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになります。 

ディスクの管理「本章3-① -1 パーティションを設定する」 

U カバ U ディスク 作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 

ケーションなどびすべて消まされた状態にな0ます。 


◎ 

J カバリ| 



作成データ’ 
設定は消去 


C ドライブ 


パーテイシヨンと 
リカバリ ツールが 
消去された領域 


サイズ変更が 
でさる範囲 


①に：ドライブのサイズ]で二 J 二!をクリックしてパーティシヨン （ C ドライブ）のサイズを指定する 
③[次へ]ボタンをク U ックする 


手順7の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


) リカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM か5リカパリをする 


* リカバリ DVD - ROM /リカバリ CD - ROM が付属しているモデルのみ 

付属の U カバ U DVD - R 日 M / リカバリ CD - R 日 M では、次のメニューのなかか5 U カバ U 方法を選択することびできます。 
あ5かじめ U カバ U ち法を決めておくとスムーズに操作でをます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

A —ドディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーショ 
ンを復元します。購入樓に作成したデータなどは消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元 ■ (推巽） 

パーティションサイズを変更して使巧していた場合、そのパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。 C ド 
ライブに保存されていたデータは消まされ、購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保存されていたデータは、そ 
のまま残ります。ただし、目 I 日 S 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、 C ドライブし U がの領 
域にあるデータも使えないことびあります。 

■ノ くーティションヴイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびでさます。 C ドライブかの八ードディスクの領域は一 
つの領域にな0、そこに保存されていたデータは消去されます。 

ぶ3 メモ 

• どのメニューを選択してち、 C ドライブには U カバ U ツールか5購入時と同じシステムび復元されます。 


2リカバリ=再セツトアップをずる 


【 Windows パーテイションのみに復元】 

八ードディスク全体を]つのパーティションにします。 U カバ U ツールの領域は消去されます。 

U カバ U ディスク 作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ I 」 

ケーションなどびすべて消去された状態にな0ます。 


◎ 

J カパリ I 


( C ： _三: y 設定は消去 


C ドライブ 


C ドライブ 


手順7の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 



買ったときの状態に戻ずには—リカバリ— 






























ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」するちまを例にして説明します。 


1 パソコンの電源を切る 

2 AC アダプタと電源コードを接続ずる 

3 ( EH ) キ-を押しなび5電源スイッチを押し、 [dynaboQk] または [ TOSHIBA ] 画面が表示された 6 
手をはなず 

ユーザパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 

ユーザノくスワードを入力して 作 nter ) キーを巧してください。 

4アイコンが表示された場合は、00キーで CD のアイコンを選択し、 を巧 i ?) キーを巧ず 
または 

メニューが表おされた場合は、 CD ® キーで [ CD / DVD ] を選択し、 を巧 i ?) キーを巧ず 

メッセージび表示されます。 

5画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

6 励期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる® 



① 


® (表示例) 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または讓渡する場をなど、個人情報漏ミ曳を防ぐために、 

八ードディスクのデータを完全に消去するためのちのです。通常は実行しないで<ださい。実巧すると、八ードディス 
ク上にある、すべてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について「4章 3-2 八ードディスクの内容をすべて消まする」 

7 [パーティションサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる⑤ 



① 


② 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、次のとお0です。 
他の方ニューを選択した場をについては、なのページを参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .44 

-[パーテイシヨンサイズを指定して復冠： P .44 
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2 リカバリ = 再セツトアップをずる 


• 「パーティションサイズを変更せずに復元」とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域を分割している場合などに使巧し 
ます。 C ドライブび U カバ U され、それ！;(がの領域のデータはそのまま残ります。 

C ドライブ （□) にあたる領域は、作成したデータ、設 
定した項目、インス!-ールしたアプリケーションなどび 
すべて消去された状態になります。 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例） 
r 先頭パーティションのデータは、すべて消まされます。」といラメッセージび表示されます。 

8 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場含は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

復元び実行されます。 

[パーティションを初期化しています。しば5くお待ちください。]画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U の経過に従い、画面び変わ0ます。 

U カバ U DVD - R 日 M / U カバ U CD - R 日 M び複数枚ある場合、画面の指示に従って入れ誓えてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

9 [終了]ボタンをクリックずる 

自動的にディスクトレイび開きます。 U カバ U DVD - R 日 M / U カバ U CD - R 日 M を取り出してください。 

システムび再起動し 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示されます。 

10 Windows のセットアップを行う 

詳細こつしで「1章] Windows セットアップ」 

ぶるメモ 

• 一部のアプ U ケーションは、 U カバ U 懐にアプリケーションのインス!-ールをする必要びあります。 

詳細について「本章3-③アプ U ケーションを再インス!-ールする」 

購入後に変更した設定びある場含は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入媛に追加したアプリケーションのインストールも、 Windows のセットアップ後に巧ってくださし、。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


リカバリ DVD-ROM/ リカノ （ リ CD-ROM 





買ったときの状態に戻ずには—リカバリ— 


が 










1 [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカパリメニューについて 

「本節®リカバリ DVD-R 日 M / リカバリ CD-R 日 M か 5 U カバ U をする」の手順7の[初期インストールソフトウェアの 
復元]画面で表おされる U カバ U メニューの意昧と動作は次のよラになります。 


【ご購入時の状態に復元】 

パソコンを購入したときの状態に戻します。 


リカバリ DVD - R 日 M / IJ カバリ CD-ROM 


◎ 

リカバリ I 


C ドライブ 


作成データ’ 
設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消まされた状態にな0ます。 


手順7の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


【パーティションヴイズを指定して復元】 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブしが4の領域区分（パーティション）は消去され、一つの領域になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」 
か5再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになります。 

ディスクの管理「本章3-① -1 パーティションを設定する」 

リカバリ DVD - R 日 M / U カバ UCD-ROM 作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 

ケーシヨンなどびすべて消まされた状態にな0ます。 



ヴイズ変更が 
でをる範囲 


作成データ 
設定は消去 


①に：ドライブのサイズ]でをク U ックしてパーティション （ C ドライブ）のサイズを指定する 
® [次へ]ボタンをク U ックする 


手順7の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 
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リカ八リをしたあとは 


ットアップのおとは 


パーテイシヨンの設定を変更して U カバリをした場合のみ、次の「1パーテイシヨンを設定する」の操作を巧ってくださし、。 

1/トテイシヨンを設定する ~: 

パーテイシヨンの設定を変更して U カバ U をした場含は、 U カバ U 後すみやかになの設定を行ってください。 




Windows の「ディスクの管理」を使用すると、 「 HDDRECOVERY 」 というボ U ユームのバーティシヨンび表示されま 
す （ U カバ U DVD - ROM / U カバ U CD - ROM び付属していないモデルのみ)。このバーティシヨンには U カバ U (シス 
テムの復元）するためのデータび保存されていますので、削除しないでください。削除した場合、 U カバ U はできなくな 
りまず。 


1 コンピュータの管理ちになっているユーザアカウントで□グオンずる 
2 [コント□-ルバネル]を開き、 [タク パフオーマンスとメンテナンス]をクリックずる 
G [うな管理ッール]をク U ックずる 
4 コンピュータの管 S ] をダブルクリックずる 

5を画面の[ディスクの管理]をク U ックずる 

設定していないバーティションは[未割り当て]と表示されます。 

6 [ディスク 0] の[モ割り当て]の領域をちク U ックずる 

7 表示されるメニューか6 [新しいパーティション]をク U ックする 

阵斤しいバーティションウィザード]び起動します。 

8 [巧へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定しまず。 

-パーティションの種類 
-パーティションサイズ 
-ドライブで字またはパスの割0当て 
-フオー マット 
-ファイルシステム 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フオーマットび開始されます。 

パーティションのが態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 


[ ヘルプの起動】 

①メニユーバーから[ヘルプ] 


[トピックの検索]をク I 」ックする 



買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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( D アプリケーシヨンを再インストールする 


本製品にプレインス I -ールされているアプリケーシヨンは、一度削除してしまっても、必要なアプ U ケーシヨンやドライバ 
を指定して再インス I ルすることびできます。 


【必要なもの】 

• 『セットアップガイド』（本書） 

アプ U ケーションによっては、再インス!ル時に I □番号などび必要です。あらかじめ確認してから、再インス!ルす 
ることを推奨します。 

同じアプリケーションびすでにインストールされているとさは、コント□ールパネルの「プ□グラムの追加と削除」または 
各アプリケーションのアンインス I -ールプ□グラムを実行して、アンインストールを行ってください。 

アンインストールを巧わずに再インストールを実行すると、正常にインス!-ールでさない場含びあります。ただし、上記の 
どち5の方法でもアンインストールび実行できないアプリケーションは、上書きでインストールしても問題ありません。 

1操作手順 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をクリックずる 
2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

アプ U ケーションやドライバのセットアップ方ニュー画面び表示されます。アプ U ケーションやドライバのセットアッ 
プメニューは、カテゴリごとのタブに分かれています。 

初めて起動したときは、[ドライバ]タブび表示されています。タブをク1」ックして再インス!-ールしたいアプリケー 
ションを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーションの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーションの説明び書かれていますので、よくお読みくださし、。 

3画面左側のアプリケーション名を選択し、画面も側の「 XXX のセットアップ J をクリックずる 

「 XXX 」にはアプ1」ケーション名び入0ます。選択した方ニューによっては別の言葉び表示されます。 

4表示されるメッセージに従ってインス!ルを行ラ 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表示された場合は、廣行]ボタンをク U ックしてください。 


③〇け ice 製品を再インス I ^ールする 


ホ日 ffice 搭載モデル、日 neNote 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルの場合 

ここでは 、 Office Personal 2007または日 ffice Professional 2007 . Office 日 neNote 2日日7および日 ffice 
PowerPoint 2007を再インストールするち法を説明します。 


【必要なちの】 

付属のパッケージに、必要なちのび一式入っています。 

• [ Microsoft ® Office Personal 2日日7」一式 

• [ Microsoft ® Office Professional 2 日07」一式 

• [ Microsoft ® Office 日 neNote ® 20 日7」一式 

• [ Microsoft ® Office PowerPoint ® 2 日07」一式 

再インス I -ールした場合、ライセンス認証び必要になります。 

再インストール方法とセットアップ方法 

詳細は、それぞれのパッケージに付属の『スタートガイド』を確認してください。 

に ffice ナビ搭載モデルの場合】 

「 Microsoft ® 日 ffice ナビ2日07」は、アプリケーシヨンの再インス! -- ルか5再インス! -- ルします。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!-ール]をク U ックする 

③ [セットアップ画面へ]をク U ックする 
感 [ Windows 関疆タブをクリックする 

④ 画面左側の [ Micros 日 ft 日 ffice ナビ2日日 7] をク U ックし、表示された画面に従ってセットアップする 


0バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場含は、バックアップした列部記憶方ディアか5デー•夕を読み込んでください。 
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4 章 


デイ y — ケアとアフターケア — と蕭ぉ— 

この章では、パソコンの日ごろのお手入れや、保守 
や修理に関することを説明していまず。 

パソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて知つておいて欲しいことを説明していまず。 


1日常の取り扱いとお手入れ 
吕アフターケアについて 
3 捨てるとを/人に譲るとき 
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日常の取り扱いとお手入れ 


A ミま意 


• お手入れの前には、必ずバソコンやパソコンの周辺機 
器の電源を切り、 AC アダプタの電源プラグをコンセ 
ントか5振くこと 

電源を切5ずにお手入れをはじめると、感電するおそ 
れびあ0ます。 



• 機器に強い衝撃やが圧を与えないよラにを意してくださ 
し、製品には精密部品を使巧してお0ますので、強い衝 
撃やが圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 


日常の取り扱いでは、なのことを守ってください。 

1パソコン本が/ AC アダプタ/電源コード^^^ 

• 『安むしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 

AC アダプタ、電源コードを使用するときに守ってほし 
いことび記述されています。 

あ5かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってく 
ださい。 

• 機器の巧れは、柔5かくされいな乾いた巧などでふさ 
取ってください。巧れびひどいときは、水に浸した巧を 
固< しぼってか5ふをます。 

中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーな 
ど)、化学ぞラさんなどは使用しないで<ださい。 

• 薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてくださし、。 

• 使用できる環境は次のとおりです。 *1 
温度日〜3己で、湿度2日〜8日％ 

*] 使用環境条件は、本製品の動作を保詔ずる温湿度条件であ 
り、性能を保証するものではありません。 

•落としたり、衝撃をちえないでください。 

• 高温になる場所や湿度の高い場所には置かないでください。 
• 水をかけたり、湿気の多いものの上に置かないでください。 
• 分解しないでください。 

• 次のよラな場所で使巧や保管をしないでください。 
直射日光の当たる場所/非常に高温または低温になる場 
所/急激な温度変化のある場所（結露を防ぐため）/強 
い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコリの 
多い場所/振動の激しい場所/雲品の充満している場所 
/薬品に触れる場所 

• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることがあ 
ります。本体の動作状況によ0発熱しているだけで、故 
障ではあ0ません。 

• ケーブル類は折0曲げた0、巻さ付けたりしないでくだ 
さい。故障の原因となることびあります。 

• 電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセント 
に接続したままにしていると、プラグにホコ U びたまる 


ことびあります。定期的にホコ U をふき取ってください。 

2キーボード 

柔らかい乾いた素材のされいな巧でふいてください。 

汚れびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってふきま 
す。 

キーのすさまにゴ S び入ったとさは、エアーで收さ飛ばす 
タイプのク U —ナで取り除きます。ゴミび取れないときは、 
使用している機種名を確認してか5、購入店、または保守 
サービスに相談してくださし、。 

飲み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 

AC アダプタとバッテ U パックを取りはずして、購入店、ま 
たは保守サービスに相談してください。 

3タッチパッド 

乾いた柔5かい素材のきれいな巧でふいてください。 

ミちれびひどいときは、水か城るま湯に浸した巧を固くし 
ぼってか5ふさます。 

4巧晶ディスプレイ 

I 液晶ディスプレイの取り扱いについて_ 

液晶ディスプレイの破損や故障を防ぐために、次のことを 
必ず守ってください。 

• 液晶ディスプレイ表面を押さないでください。 

• 液晶ディスプレイ部分をつかんで持ち上げないでくださ 
い。 

• キーボード上にペン等、ちのをはさんだ状態で液晶ディ 
スプレイを閉じないで<ださい。 

• 液晶ディスプレイを開閉する際は片手でパームレストを 
押さえゆつくり開閉してください（無理な力を加えない 
で < ださい)。 




■ 画面の手入れ_ 

• 画面の表面には偏光フィルムび貼られています。この 
フィルムは傷つをやすいので、むやみに触れないでくだ 
さい。 

表面び巧れた場含は、柔5かくされいな巧で軽くふさ 
取ってください。水や中性洗剤、揮発性の有機溶剤、化 
学ぞラさんなどは使用しないでください。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでくださ 
い。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理して 
を入してあ0ます。強い力を加えると配向び乱れ、発色 
や明るさび変わって元に戻5なくなる場合びあります。 
また、ガラス板を破損するおそれわあります。 

• 水滴などび長時間付着すると、変色やシ S の原因になる 
ので、すぐにふを取ってください。ふさ取る際は、力を 
入れないで軽く行ってください。 

I 残像防止にっぃて_ 

長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を 
変えたときに前の画面表示び残ることびあります。この現 
象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで 
徐々に解消されますび、あまり長時間同じ画面を表示する 
と画像び消えなくなりますので、同じ画面を長時間表示す 
るよラな使いかたは避けてくださし、。 
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1 曰常の取り扱いとお手入れ 


また、なの機能を利用すると、残儘防止びでさます。 

• スクリーンセーバーを設定する 

スク1」-ントバ-の設定 
『ヘルプとサポートセンター』 

• 「東芝省電力」で「モニタの電源を切る」を設定する 
東芝省電力「1章目-「東芝省電力」について」 

1表示について_ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使し 
て作られております。非点灯、常時点灯などの画素（ドッ 
卜）びを在することびあります（有効ドット数の割合は 
目日.9目％];(上です。有効ドット数の割含とは、「対応する 
ディスプレイび表示でさる全ドット数のラち、表示巧能な 
ドット数の割合」です)。また、見る角度や温度変化によっ 
て色む5や明るさのむ5び見える場合びあります。これ5 
は、故障ではありませんので、あ5かじめご了承ください。 

5指紋センサ 

指紋センサ表面び'汚れている場含には、認識率び低下する 
可能性びあります。眼鏡ふき（ク U —ナーク□ス）などの 
されいな柔5かい巧で軽くふさ取ってか5お使いください。 
指紋センサ表面を強くこす5ないでください。また、就剤 
などは使巧しないでください。故障するおそれがあります。 

6 CD/DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわ5ず保障いたしか 
ねます。製品を長持ちさせ、データを保護するためにち、 
次のことを必ず守ってください。 

•傷、ミちれをつけないよう、取り扱いには十分にごま意く 
ださい。 

• 巳 D / DVD を巧〇巧げた0、表面を傷つけたりしなし、でく 
ださい。 CD / 日 V 日を読み込むことびでさなくなります。 

• 巳 □/ DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かっ 
た0寒かったりする場所に置かないでくださし ' i 。 また、 

仁 D / DVD の上に重いをのを置かないでください。 

• 仁 □/ DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してくだ 
さい。 

•仁 □/ DVD を持つときは、外側の端か、中央の巧のとこ 
ろを持つよラにしてください。 

データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正確にデータび 
読み取れなくなることびあります。 

• CD / DVD のデータ記憶面/レーベル面とわにラベルを 
貼5ないで < ださい。 

•仁 D / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでくだ 
さい。 

• 巳 □/ DVD のレーベル面に文字などを書くときは、油性 
のフェルトペンなどを使用してください。ボールペンな 
どの硬いものを使用しないでくださし、。 

• 巳 □/ DVD び巧れた〇ホコ U をかぶった0したとさは、 
乾燥した清潔な巧でふき取ってください。ふき取0は円 
盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中むか5外側 
に向かって直線状にふくようにしてくださし、乾燥した 
巧ではふさ取れない場をは、水か中性洗剤で湿5せた巧 
を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品は 
使用しないでください。 




7フ□ッピーディスクドライブ 

• 市販のク U - ニングディスクを使って、 ] ヶ月に]回を 
目安にク U —ニングしてくださし、。 

8フ□ジピーディスク 

フ□ッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換 
してください。 

フ□ッピーディスクを取り扱うときには、次のことを守っ 
て < ださい。 

• フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障 
び起こった0、消失した場合に備えて、定期的に複製を 
作って保管するよラにしてください。 

フ□ッピーディスクに保存した内容の障書については、 
当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了 
承ください。 

• シャッター部を開けて磁性面を觸5ないでください。ミち 
れると使用でをなくなります。 

• スピーカなど強い磁気を発するわのに近づけないで<だ 
さい。 

記録した巧容び消えるおそれびあります。 

• 直射日光に当てたり、高温のものに近づけないでください。 
• 本やノートなど重いちのを上に置かないでください。 
•使用場所、保管場所の温度は次のとお0です。 


環境 

使用時 

保管時 

旧か 
/皿 J ス 

已〜3己む 

4〜己3む 


• ラベルは正しい位置に張ってください。張り誓えるとを 
に重ね張りをしないでください。 

• ホコ U の多い場所、タバコの煙び充満している場所に置 
かないで < ださい。 

•保管の際は、プラスチックケースに入れてください。 
•食べ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッ 
ピーディスクを置かないでください。 

9データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にバックアップをとって保存し 
て < ださい。 

バックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障な 
どでファイルび使用でさなくなったとをのために、あ5か 
じめファイルをフ□ッピーディスクや CD - R 、 CD - RW など 
にコピーしておくことです。 

本製品は次のような場合、スタンバイまたは休止状態び無 
効にな0、本体内の記憶内容び変化し、消失するおそれび 
お0ます。 

• 誤った使いかたをしたとさ 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 
•長期間使っていなかったために、バッテリ（バッテ U 
パック、時計用バッテ U ) の充電量びなくなったとさ 
♦故障、修理、バッテリ交換のとさ 
• バッテリ駆動で使用しているとさにバッテ U パックを取 
りはずしたとを 

• 増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 
記憶巧容の変化/消失につい订ま、八ードディスクやフ 
□ッピーディスクなどに保存した内容の損書については当 
社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご承知く 
ださい。 
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ア フター ケアについて 

i 採守ヴービスについて_ 

保守ヴービスへの相談は、陳芝 PC サポートのご案刚を 
確認してください。 

保守-修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 
保守-修理に出す前に、作成したデータの他に次のデータ 
のバックアップをとってくださし、。 

• メール 

• メールの アドレス帳 

• リカバリ（再セットアップ）ツール 
• インターネットのお気に入り 

• TPM 巧部データ 

• 自分で作成したデータ など 

I 有寿命部品について_ 

本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の 
交換時期の目安は、使巧頻度や使用環境（温湿度など）等 
の条件により異なりますび、本製品を通常使用した場合、 

1曰に約8時間、1力月で2日日のご使用で約日年です。 
上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無料 
修理をお約束するものではありません。 

なお、24時間を超えるよラな長時間連続使巧等、ご使用状 
態によっては早期にあるいは製品の保証期間内でち部品交 
換(有料)び必要とな0ます。 


■ 付属品について_ 

付属品（バッテ1」パック - AC アダプタなど）については、 
「東芝パソコンシステム-オンラインショップ」でご購入し、 
ただけます。 

[ 東芝パソコンシステム*オンラインショップ】 

TEL : 03-3279-9772 
受付時間：10:日日〜] 2:0013:00〜17:00 
(± •日 • 祝日、当社指定の休日を除く） 

URL : http :// shop . toshiba - tops . co.jp 

I 保守部品（補修用性能部品）の最ほ保有期間_ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持す 
るために必要な部品です。 

本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月か5目年 
色力巧です。 


【対象品名】 

本体液晶ディスプレイ*1、八ードディスクユニット、 
CD / DVD ドライブ*2、フ□ッピーディスクドライブ*2、 
キーボード、タッチパッド、 マウス* 3、：令却用フアン、 
ディスプレイ開閉部（ヒンジ）* 4 、 A 仁アダプタ 

* ] 工場出荷時から画面の明るさび半減するまでの期間。 

*2 それぞれ内蔵されているモデルび巧象です。 

*3 付属しているモデルび巧象です。 

*4 液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です。 


社団法人電子情報技術産業協会「パソコンの有寿命部品の 

表記に関するガイドライン」について 

URL : http :// itjeita . D 「. jp / pe 「 info / ccimmittee / pc / 

日曰日 3 parts / index.html 

消耗品について 


【バッテリパック】 

バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電池）は消耗品で 
す。 

長時間の使用により消耗し、充電機能び低下します。 

充電機能び低下した場合は、別売0のバッテ U パックと交 
換してください。 

別売りのバッテリパックと交換する前に、必ず指定の製品 
(型番）を確認してください。 

バッテ I 」パックについて『取扱説明書』 
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捨てるとを/人に譲るとを 

1お客様登録の削おについて 

•ホームページか！5削除する 

東芝 ID (TID) をお持ちの場含はこちらか5お願いしま 

す。 

①インターネットで 「http://「ooml 日 48.jp/」 へ接続 
する 

霞[□グイン]ボタンをク U ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、巧 
容を確認し、 [OK] ボタンをク U ックしてください。 

感陳芝の （ TID)] と[パスワード]に入力し、[□グ 
イン]ボタンをク U ックする 
お客様専用ページに□グインします。 

® ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退含]をク U ックし、登録を削除する 

%退芸ではな<、商品の削除のみのお客様は「登録情報 
変更」メニューで、商品削除を行ってください。 

% TID を退尝されますと、 「Shopl 日48」での TID 芸員 
メニュー、およびポイントサービスなどもご利巧いた 
だけなくなりますので、あ5かじめご了承くださし、。 

♦電話で削除する 

「東芝I□事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

• 東芝の事務局（お客様情報変更） 

TEL :日已7日-0目-1日48 

受付時間： 10:00-17:00 

仕-日、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容 
変更、削除に関する問い含わせ窓口です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC ヴ 
ポートのご案内』を確認してください。 

法人のお客様の場含は、□グインで表示される画面び異な 
0ます。登録情報の変更および退会は「登録情報変更」の 
•X ニューで、ご自身で行っていただくことびでさますび、 
商品の削除びでさませんので、その場含は東芝の事務局ま 
でお電話でご連絡くださいますよラお願いいたします。 

• 詳しくは、次のホームぺージを参照してください。 

URL : https://room 1 048.jp/onetoone/info/ 
business.htm 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』 

を参照してください。 


呂 A — ドディスクの内容をずべて消去ずる I 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実隙には残って 
います。普通の操作では読み取れないよラになっています 
び、特殊な方法を実巧すると削除したデータでわ再現でき 
てしまいます。そのよラなことびでさないよラに、パソコ 
ンを廃棄または讓渡する場含など、他人に見5れたくない 
データを読み取れないよラに、消去することびでさます。 


八ードディスクの 



データをすべて 
消去 


(八ードディスクのリカバリツールを使用する場合) 

なお、八ードディスクに保存されている、これまでに作成 
したデータやプ□グラムなどはすべて消失します。これ5 
を復元することはでさませんので、ミち意してください。 

I 操作手順_ 

八ードディスクの巧容を削除するには、八ードディスクの 
U カバ U ツール、作成した U カバ U ディスクまたは付属の 
U カバ U DVD-R 日 M/U カバ U CD-R 日 M を使用します。 

八ードディスクの U カバ U ツールを使用すると、ノV—ド 
ディスク内のデータはすべて消去されますび、 U カバ U 
ツールは残ります。 

作成した1」カバ U ディスクを使用すると、八ードディスク 
内のデータと共に U カバ U ツールも消去されます。 

ここでは、八ードディスクの U カバ U ツールか5巧ラ方法 
を例にして説明します。 U カバ U ディスクまたは付属の U 
カバ U DVD-R 日 M/ リカバリ CD-R 日 M か5行う場含は、 
手順の前にディスク（ディスク 1) をセットしてくださし、。 

1 パソコンの電源を切る 

2 AC アダプタと電源コードを接続ずる 

3 ◎ (ゼ □) キーを巧しなが S 電源スイッチを巧 
し、 [ dynabook ] または [ TOSH 旧 A ] 画面が 
表示された S 手をはなず 

メッセージ画面び表示されまず。手順4に進んでくだ 
さい。 

【リカバリディスクまたは付属のリカバリ DVD-ROM XU 
カバリ CD-ROM をセッ ト している場合】 
rrr^ キーを巧しなびら電源スイッチを巧し、 Wynabook] 
または [ TOSHIBA] 画面び表示された日手をはなしまず。 
ユーヴパスワードを設定している場合は、バスワード入力 
画面び表示されます。 

ユーヴ/ (スワードを入力してし Enter) キーを巧してくださし、 
メッセージび表示されます。 

アイコンび表おされた場合は、 ©© キーで CD のアイコ 
ンを選択し、 （Enter 件一を巧します。 

メニューび表おされた場合は、 mCi) キーでに D/DV 功 
を還巧し、作 nteF) キーを押します。 
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4 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリック 
ずる 

[復元方法の還お]画面び表示されます。 

5レドディスク上の全データの消去]をチ エッ 
クし①、[次へ]ボタンをクリックずる② 



<復元方法の厘巧> 

ほ元ち;ちを巧折してください。 


r 初期インストールソコトウ1アの巧元 

初巧インスト—ルンフトウIアを巧元します。 

卜 巧二平デ巧:歹王を-まデ-こさホ巧ま! I - 

い—ドディスク上のモテ-さを lii 去します， 


① 



(表示例) 

消去方法を選おする画面び表示されます。 

6目的に合わせて、[標準データの消去]または 
[機密データの消去]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックずる⑤ 

通常は[標準データの消ま]を選択してください。 
データを読み取れなくなります。 

より確実にデータを消去するためには、[機密データの 
消去]を選択してください。数時間かか0ますび、 
データは 消去されます。 



① 


② 


7 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリッ 
クして < ださい。 

消去び実行されます。 

消去中は、次の画面び表示されます。 



消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックずる 

ディスクか5行った場含は、自動的にディスクび出て 
をます。ディスクを取0出してください。 

| tpm の内容を消去ずる_ 

* TPM 搭載モデルのみ 

TPM を使用している場合、八ードディスクドライブだけで 
なく、 TPM 内部のデータを削除する必要びあ0ます。登録 
情報など、セキュ U ティに関する重要な情報び含まれるた 
め、必ずデータを削除してくださし、。 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 


[八ードディスクの内容は、すべて消去されます。]画 
面び表示されます。 
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リカ A ’ lK 胃セットアップ)チ:！:ックシ-卜 

U カバ U は、本ページをコピーするなどして、次の項目を順番にチェックしなび5実行してくださし、。 

本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、「3章リカバリをする」で説明しています。 


D リカバリをする前に確認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□ セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□ 他のトラブル解消方法を探してみる 

『取扱説明書』《オンラインにユアル》 


( D リカバリをはじめる前にしておくこと 


□ ©準備ずるもの 

□ 『セットアップガイド』（本書） □ 『取扱説明書』 

□この U カバ U チェックシートをコピーしたちの 

□ リカバリディスク（作成したリカバリディスクからリカノのする場含） 

□ リカバリ日 VD - R 日 M / リカバリ CD-ROM (付属しているモデルの場合） 

□⑤必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。リカバリをすると、購入後に作成したデータはす 
ベて消失します。 

□マイドキュ^ントのデータ 
□購入後にデスクトップに保存したデータ 
□ インターネットエクスプ□ーラのお気に入0 
□メール送受信データ 
□ メールアドレス帳 

□プレインス I -ールされているアプリケーションのデータやファイル 
□購入樓にインス!ルしたアプリケーションのデータ 
□購入後に作成したフォルダやファイル 

□感アプリケーションのセットアップ巧のメディアを確認ずる 

「 Microso れ日 ffice 」 や、購入後にインストールしたアプ U ケーションなどは、 U カバ U 後にインス!ルする必要 
びあります。リカバリした直後は、お客様びインス!-ールしたソフトなどは復元されません。ご購入されたメディア 
などか5再度インス I -ールしてください。 

□ ® 各種設定を確認ずる 
□⑥あ5かじめ、音量を調節する 
□® 周辺機器をずベて取りはずず 


③リカバリ（再セットアップ）の流れ 


リカバリをする場合は、なのような流れで作業を行ってください。 

□ U カバ U (再セットアップ） 

□ アプリケーションやドライバのインス I -ール* 

□ ウイルスチェックソフトのインストール* 

□日 ffice 製品 （ Word 、 Excel など）のインストール* 

□周辺機器（マウス-方モリ-プリンタなど）を取0付けて、設定する 
□ インターネットの設定 
□ ウイルスチェックソフトの更新 

□ Windows Update 

n データの復元や^ールの設定 
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* 必要なモデルの場合 









